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Abstract

The early Pleistocene deposits and volcanic rocks widely distributed in the coastal

area north of Kagoshima bay, south Kyushu were studied in detail. The Nagano

Formation, restir唱on the propylitized andesites and ryolites of仙e Miocene age, is

distributed mainly in the inland area along the upstream of the Sendai River.

This formation is represented by lake deposits with thick intercalations of pyroclastics

and lavas of hornblende or two pyroxene andesites, and yields abundant plant fossils

called the "Metasequoia　且ora" including some of the Tertiary elements. In the

studied area, however, this formation is exposed only within a small area of the north-

western part as a basement rock of the Kokubu Group.  ～

The Kokubu Group, typically distributed in the hillside areas of the coastal plains,

is composed mainly of silt, sand and gravel of marine origin with the intercalations of
●     ●

thick layers of pyroclastic　且ow deposits and pyroxene andesites, and attains 440

meters in maximum thickness. This group is composed of丘ve stratigraphic units; the

Kajiki Formation, the Nabekura pyroclastic且ow deposits, the Kamo Formation, the

Oda pyroclastic且ow deposits and the Hayato Formation in ascending order. Among

them, the Kajiki, the Kamo and the Hayato formations yield the且ora characterized

by abundant occurrence of Fagus cf･ crenata. The occurrence of molars of Rhi卯ceros

sp. aff. si解βnsis Owen from the Kamo Formation (Shikama, 1974) is also noticeable.

By these且oral assemblage and the mammalian fossil, the Nagano Formation and

the Kokubu Group can be correlated with the early Pleistocene "Metasequoia Zone" and

the "Fagus Zone", respectively which have been discriminated in the KuchinotjSU and

the Oita Groups in Kyushu and the Osaka Group in Kinki district. The volcanic

activities shown by the two-pyroxene or hornblende andesites being contemporaneous

with the Nagano Formation, the Pre-Kajiki andesites and those within the Kokubu

Group are judged to be correlative with the H6hi volcanic activity (Matsumoto,

in nor也Eyu血u･

The Yoshida shell bed unconformably overlying the Kokubu Group is distributed
●

in the northwestern part of the studied area making a hills about 50 meters in

altitude, and it yields abundant molluscan fossils indicatir唱the marine environment

of warm shallow water. Based on the assumed palaeotemperature and the mode o王

development of仇e formation, the shell bed is regarded to be contemporaneous with

the middle Pleistocene Simosueyoshi Formation (Riss-Wiirm Interglacial stage) in
Kanto district.

*　鹿児島大学理学部地学教室Institute of Earth Sciences, Fuculty of Science, Kagoshima Uni-
versity

**　明治コンサルタ･/ト株式会社Meiji Consultant Co. Ltd.
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The early to middle Pleistocene sediments and the volcanic rocks mentioned

above are covered with也e late Pleistocene pyroclastic且ow deposits and the alluvial

sediments.

Ⅰ.ま　え　が　き

鹿児島湾北部沿岸地域には,新第三紀から第四紀前卿こかけて,噴出した火山岩類を基盤と

して,淡水成ないし海成の更新世前期の堆積岩塀および火砕流堆積物を主とする更新世後期の

火砕岩類が広く分布している｡堆積岩塀は豊富な植物化石群および浅海性の見化石群を含み,

さらに若干の脊椎動物化石を産する｡火砕流堆積物はこれらの堆積岩類に挟在されるか,その

上位を不整合に被って広く分布するが,これまでに5つの火砕流堆積物が識別されている｡

本地域の地質層序はこれまで多くの研究者により調査されてきた(伊田等, 1950;太田,

1967;露木等, 1970;高橋･長谷, 1972;長谷1978)<　しかし従来の研究の多くは,比較的狭い

範囲についての層序を提唱しているだけであり,本地域全域にわたる総括的な層序の検討はな

されてなく,鹿児島湾北部沿岸地域における標準層序を確立するには至っていなかった.一

方,従来の古生物学的研究としては,･ Endo (1939),尾上(1972)およびTakayama and

Hayasaka (1974)による植物化石群についての研究,さらにShikama (1967)tによる犀化

石の研究がある｡しかし,これらの研究は層序が確立されないままの研究であったので,生層

序学的･地質年代学的種々の問題が残されていた｡
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第1図　調査地域の位置図(Index map of the area studied.)
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筆者等は今回,西は膏田町東部から東は国分市にかけての鹿児島湾北部沿岸地域の第四系届

序の詳細な検討を行った｡その結果,従来の層序とはかなり異った,より細かな層位学的単元

が数多く識別され,第1､表に示すような層序が確立できた｡

本稿ではこれまで明らかになった鹿児島湾北部沿岸地域の層序について記載したほか,堆積

岩から産出する動物･植物化石群集の地史学的意義について考察した0

この研究を発表するにあたり,終始適切な御意見をいただいた鹿児島大学の早坂祥三教授,

大木公彦氏ならびに火山岩頬について御教示いただいた小林哲夫氏に感謝します｡東京大学地

震研究所の荒牧重雄教授には現地で有益な討論をしていただいた｡また横浜国立大学教育学部

地学教室の尾崎公彦氏には植物化石の鑑定を,国立科学博物館の藤山家徳および上野輝弥両博

士にはそれぞれ昆虫および魚化石の鑑定をしていただいた｡これらの方々の御好意に対し合せ

て感謝の意を表します｡

ⅠⅠ.地　　　　　質

A.地質概説

調査地域は鹿児島湾北部沿岸一帯で,国土地理院発行の2万5千分の1地形図｢重富｣ ｢加

治木｣ ｢蒲生｣ ｢石原｣にまたがる地域である｡この地域に発達する地質層序は第1表に示すと

おりである｡

主に調査地域北部には中新世の火山岩類(竹山安山岩･西浦安山岩･黒瀬安山岩･牟田山安

山岩･自男流紋岩),更新世前期の永野層および安山岩類(沢馬場安山岩･木揮志安山岩･北

野安山岩･上線安山岩･麓安山岩)が分布する｡これらを基盤岩とし,承地域の全域に更新世

前期の国分層群が広く分布する｡国分層群は加治木層･鍋倉火砕流堆積物･蒲生層･小田火砕

流堆積物･隼人層の諸層および新期安山岩類からなる｡このうち鍋倉火砕流堆積物と小田火砕

流堆積物は層序を確立する上で有効な鍵層となる｡国分層群からは多くの植物･見および魚化

石のほか,若干の晴乳類化石を産する｡蒲生層堆積直後に新期安山岩類(湯湾岳安山岩･音数

安山岩･西餅田安山岩)の活動があった｡さらに本地域東部においては,国分層群堆積後に,

清水流紋岩の活動が認められる｡西部の書田町桑の丸付近には,温暖な浅海を示す見化石を多

産する更新世中期の段丘堆積物である青田貝層が局所的に分布する｡更新世後期の火砕流堆積

物(地久旦火砕流堆積物･蒲生火砕流堆積物･妻屋火砕流堆積物･入戸火砕流堆積物)紘,そ

れ以前の堆積物および火山岩塀を不整合に被い,本地域全域に広く分布する｡またそれら火砕

流堆積物の間に扶在する堆積層(五反田層･大隅降下軽石堆積物･亀割坂角磯層)は,層厚が

薄く,分布が局所的であり,水平的な追跡が不可能な場合が多い｡調査地域西部の蒲生町東部

から姶良町西部にかけては,米九･住曹地雨マールからの噴出物である完新世の蒲生火山砕層

岩頬が分布する｡また本地域全域に発達する河川沿いには沖積層が発達している｡

B.地質各論

1.先永野火山岩類　Pre-Na皇ano volcanic rocks)

本火山岩塀は竹山安山岩･西浦安山岩･黒瀬安山岩･牟田中安山岩･自男流紋岩からなる｡

これらの火山岩は永野層の基盤をなすもので,中新世から鮮新世にかけての噴出物と考えられ

る｡またプロピライト化作用が認められ,一部では金鉱床を歴胎している｡これら永野層の基

盤をなす火山岩塀を一括して先永野火山岩類と呼ぶ｡

1)竹山安山岩(Takeyama andesite)

太田(1967)および露木等(1970)の｢旧期安山岩類｣のうち,溝辺町竹山付近に分布する
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第1表　鹿児島湾北部沿岸地域の層序表(Generalized stratigraphic sequence of the
environs of the nothern coastal area of Kagoshima Bay, South Ky缶shu.

嘩1t 地遍嘉 層厚くm } ′岩相

■¶■盲
フG
新

世■

沖積層 5 粘土砂■磯 火山灰

蒲生■火叫砕層岩頬 12 十 火山灰 スコリア

更

新

世
後

′期

入戸火砕流堆積物 80 軽石凝灰角磯岩

亀割坂角磯層 2 角磯

妻屋火砕流堆積物 15 l軽石凝灰角磯岩

大隅降下軽石堆積物 0●5 ー軽石火山灰

蒲生火砕流堆積物 10 黒色溶結凝灰岩

五反田層 12 凝灰質砂 凝灰質シルト磯凝灰岩

地久虫火砕流堆積物 50 ■ 溶結凝灰岩

更新世
中期

書甲貝層 5 円磯 貝殻砂

更

新

埜

刑
期

清水流紋岩 角閃石●紫蘇輝石流紋岩■黒曜岩

■国■

分
層

野

隼人層 120 砂1P凝灰質シルト磯 凝灰岩

◆小田火砕流堆積物 ナ0 軽石凝灰角磯岩

新期安山岩類

ー揚湾岳安山岩 ■1紫蘇輝石●普通輝石安山署

2音数安山岩 2 倉かんらん石安山岩

=3西餅用安山岩 3 角閃石含有普通軽石●紫蘇輝石安山岩
蒲生后■ 白0■■

∴砂1■凝灰質ールト凝灰岩 磯

鍋牟火砕流堆碍物 60 十 凝灰角磯岩

■加治木屑 70 十 シルト砂凝灰岩

∫

先加治木安山岩類1

1 粥馬場安山岩 1角閃石含有普通輝石●紫蘇輝石安山岩

2 木津志安山岩 2普通輝石●紫蘇輝石含有角閃石安山岩■

3北野安山岩 3紫蘇輝石●普通輝石安山岩

4 上獄安Lll岩 4普通輝石●紫蘇輝右安山岩

5麓安山岩 5普通輝石●紫蘇輝石含有角閃石安山岩

永軒層 50 + 凝灰角磯岩 凝灰質砂岩 磯岩

中

釈

先永野火山岩類

1竹山安山岩 1紫蘇輝石●普通輝石安山岩

2 西浦安山岩 2角閃石含有紫蘇輝石●普通輝石安山岩

世 3黒瀬安山岩 3■普通輝石含有普通角閃石安山岩

4牟田l山安山岩 4紫蘇輝石●■普通輝石安山岩■

5日男流紋岩 5■角閃石●紫蘇輝石流紋岩

ものに相当する｡また小川(1972M.S.)の｢竹山安山岩｣のうち竹山付近に分布するものに

相当する｡紫蘇輝石･普通輝石安山岩である｡

〔模式地〕姶良郡滞辺町竹山｡
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〔分　布〕溝辺町竹山以北に広く分布する｡北限は本調査地域では明らかでない｡姶良町下

寂の河谷にもわずかに分布する｡/

〔岩　相〕本岩はプロピライト化しており,肉眼では黒色撤密で,きわめて硬質である.一

部では粘土化作用が認められる｡鏡下では斑晶として斜長石が多く,普通輝石･紫蘇輝石を含

む｡斜長石は全体的に変質により割れ目に緑流石が充填している｡普通輝石は0.2mmの微小

斑晶として存在する｡紫蘇輝石は長柱状自形を呈するものが多く,割れ目に線流石が充填して

いる｡石基は撤密で微細な斜長石･磁鉄鉱を含む｡他の有色鉱物はほとんど見られない｡

〔層位関係〕西浦安山岩･自男流紋岩と共に本地域における最下位の岩体である｡溝辺町竹

山のダム工事現場において永野層に被われ,竹山部落付近で加治木層に被われる｡また黒瀬安

山岩･牟田山安山岩･上叔安山岩に被われるが,西浦安山岩･自男流紋岩との関係は分布域が

離れているために不明である｡

2)西浦安山岩(Nishiura andesite)

太田(1967)の｢旧期安山岩塀｣のうち蒲生町西浦付近に分布するものに相当する｡また

小川(1972M.S.)の｢西浦安山岩｣に相当する｡角閃石含有紫蘇輝石･普通輝石安山岩であ

る｡

〔模式地〕姶良郡蒲生町西浦｡

〔分　布〕西浦を中心に東部は蒲生町中川内まで分布するが,西･北限は本調査地域では明

らかでない｡

〔岩　相〕肉眼では黒色ないし黒灰色を呈し敵軍で硬質である｡鏡下では斑状組織を呈し斑

晶として斜長石･普通輝石･紫蘇輝石･角閃石を含む｡斜長石は自形から半白形を呈し最大径

は3mmに達する｡普通輝石は自形から半白形を呈し最大径は1.2mmである｡紫蘇輝石は半

白形を呈し最大径は1mmである｡角閃石は多色性が見られ半白形から他形を呈し最大径は

0.6mmである｡石基は,長柱状を呈しカールスバード双晶が発達する斜長石の間に線泥石が

充填している｡また微小な磁鉄鉱が散在する｡これらの斑晶や石基の割れ目には方解石が充填

している｡

〔層位関係〕竹山安山岩･白男流紋岩と共に本地域における最下位の岩体である｡木障志安

山岩･地久里火砕流堆積物･入戸火砕流堆積物に被われる｡自男流紋岩･黒瀬安山岩および牟

田山安山岩との関係は分布域が離れているため不明である｡

3)黒瀬安山岩(Kurose andesite)

太田(1967)の｢旧期安山岩輯｣および小川(1972M.S.)の｢竹山安山岩｣のうち姶良町

黒瀬南以北の山田川沿いに分布するものに相当する｡普通輝石含有普通角閃石安山岩である｡

〔模式地〕姶良郡姶良町黒瀬南部落より約2km北の道路沿い｡

〔分　布〕黒瀬南より北へ山田川沿いに分布し,海抜約300mを最高所とする山体をなす｡

〔岩　相〕緑灰色の特徴的な色を呈するが,一部では青灰色を呈する｡飛野付近では本安山

岩角磯を含む厚さ40m以上の凝灰角膜岩となり,木登瀬北方で本安山岩体との接触部が観察

される｡鏡下では斑晶として斜長石･普通輝石･紫蘇輝石･角閃石を含む｡斜長石は最大径

4mmで累帯構造が発達している｡普通輝石は平均径0.2-0.3mmの微斑晶で,丸みを帯びて

いる｡紫蘇輝石は微晶として多く存在し最大径は1mmである｡角閃石は有色鉱物中最も多く

存在し最大径は2mmに達する｡多色性が強く黄緑色から褐色を呈する｡有色鉱物は変質作用

を受けたため多くは外形だけ残して内部は汚濁している｡石基は,カールスバード双晶の発達

する針状から短柱状を呈する無数の微小な斜長石が斑晶の間を埋めている｡自形ないし半白形
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を呈する普通輝石が多く,紫蘇輝石の存在は稀である｡また石基中の有色鉱物の多くは変質の

ため原形をとどめていない｡

〔層位関係〕竹山安山岩を被い,牟田山安山岩により被われる｡黒瀬南では,見化石を含む

国分層群加治木層の泥岩が本岩体にアバットするところが観察される｡また隼人層･地久里火

砕流堆積物および入戸火砕流堆積物により不整合に被われる｡白男流紋岩との関係は分布域が

離れているため明らかでない｡

4)牟田山安山岩(Mutayama andesite)

太田(1967)の｢旧期安山岩棋｣および小川(1972M.S.)の｢竹山安山岩｣のうち,姶良

町飛野から牟田山にかけて分布するものに相当する｡本地域では加治木町敦を南限とし飛野ま

で分布するが,北方の牟田山を中心として南北に広く分布するので,調査地域外ではあるが,

模式地を牟田山とし牟田山安山岩と呼ぶ｡紫蘇輝石･普通輝石安山岩である｡

〔岩　相〕最大径5-6mraの輝石の大きな斑晶を含む暗灰色を呈する安山岩である｡本岩

体最下部には凝灰角磯岩が発達し,プロピライト化作用のため青緑色を皇している｡鏡下にお

いてほどロタキシチック組織を示し,一部ではかなり変質を受けている.斑晶として斜長石･

普通輝石･紫蘇輝石が見られる｡斜長石は短柱状のものが多く,自形から半白形を皇し,平均

径Imm　最大径1.9mmである｡斜長石どうしの連晶を作ることが多い｡普通輝石は最大径

4Ⅱ皿に達する　0.2--0.4mm径の微小斑晶としても多く存在する｡紫蘇輝石は自形を呈し,

最大径は1mである｡微小斑晶としても存在する｡斜長石と遺品することもある｡数は普通

輝石に比べかなり少なく,斑晶も小さい｡石基は無数の針状の斜長石が方向性をもって並び,

普通輝石や磁鉄鉱が散在する｡
I

〔層位関係〕竹山安山岩および黒瀬安山岩を被い,上兼安山岩に被われる｡さらに入戸火砕

流堆積物に被われる｡また飛野南方約700mの海抜高度約230m付近には,国分層群隼人層と

考えられる砂磯層が存在し,本安山岩を不整合に被っている｡自男流紋岩との関係は分布域が

離れているため不明である｡

5)白男流紋岩(Shirao rhyolite)

高橋･長谷　　　の｢古期中･酸性火山岩塀｣のうち蒲生町自男付近に分布するものに相

当する｡角閃石･紫蘇輝石流紋岩である｡

〔模式地〕姶良郡蒲生町自男の税所公園内の崖｡

〔分　布〕本調査地域では西端部の自男にわずかに分布する｡西限は本地域では不明であ

る｡

〔岩　相〕模式地において高さ約60mの急崖をなす｡肉眼では灰白色を皇し硬質であり,

流理構造が発達する｡鏡下では斑状組織を示し,斑晶として石英･斜長石･角閃石･紫蘇輝石

を含む｡石英は融食形を呈し最大径は0.3mmである.その数は非常に少ない.斜長石は自形

および半白形を皇し,最大径は3.5nmである｡角閃石は他形を呈し,最大径が0.2nmの微

斑晶であり,その数は少ない｡紫蘇輝石は他形を呈し,最大径が0.5mmであり, tその数は少

ない｡石基は微粒の石英･斜長石からなり,微小な磁鉄鉱が散在する｡それらの間に線派石が

充填する｡また割れ目に沿って,努閲の発達する方解石が充填する｡長柱状の斜長石は流理を

示している.さらに最大径が0.15mmの球願が見られる｡その他,微小結晶としてジルコン

が存在する｡

〔層位関係〕国分層群加治木層が東部から本岩体にアバットすると思われるが,直接に露頭

では見られない｡地久里火砕流堆積物に被われる｡
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2.永　野　屑*) Na皇anoFormation)

北薩を中心として広く分布する,砂岩･泥岩などからなる一連の湖沼成堆積層は,従来,永

野層*)と呼ばれている｡西村･宮地　　　　は,入来付近に分布する永野層の下半部に挟在す

る火砕流堆積物のフイッショソ･トラック年代を測定して, 1.0および1.2F.T.m.y.という

値を得た｡山本(1970M.S.)は永野層を岩相上,上部･中部･下部の3部層に分け,模式地

を薩摩永野とした｡本調査地域内に分布する先加治木層は,山本(1979M.S.)のいう模式地

の永野層に対比できるものと考えられる｡

〔層　厚〕溝辺町竹山ダム工事現場において50m以上｡

〔分　布〕本地域における分布は局所的である｡蒲生町北上から社野にかけての田平川沿

い,蒲生町中川内北方約1km付近および溝辺町竹山の竹山ダム工事現場に分布する｡

〔岩　相〕蒲生町田平川沿いでは,一部が層理の発達する磯岩からなる｡磯の平均径は20

cmで,最大径は1mに達し,また基質は凝灰質粗粒砂である　N20-E-25Sという走向傾斜

を示すところがある｡北上から西浦下に至る県道沿いでは層厚15m以上で,凝灰質粗粒砂岩

および磯岩からなる｡小川内北方の後郷川沿いでは層厚20m以上で,凝灰岩および凝灰角磯

岩からなる｡機種は安山岩磯･軽石磯を主とする｡溝辺町竹山ダム工事現場においてほ凝灰質

砂岩･磯岩･凝灰角磯岩からなり,層厚は50m以上である.最下部5mは層理の発達する凝

灰質粗粒砂岩からなり　N50 E-17-Sという走向傾斜を示す｡その上位20mは磯岩からなり,

平均径10cm　最大径70cmの安山岩磯を含む｡最上部約30mには凝灰角磯岩が発達する｡

全体に灰色を呈し,最大径5cmの軽石磯を含み,砂質である｡また層理が発達しており,

N27-E-22-Sの走向傾斜を示す｡

〔層位関係〕先永野火山岩塀を不整合に被い,先加沿木安山岩塀に不整合に被われる｡蒲生

町北上から西浦下に至る県道沿いでは,本層を加治木層が傾斜不整合に被うところが見られる

(第2図)0

3.先加治木安山岩類(Pre-Kajiki andesites)

永野層を不整合に被い,国分層群に不整合に被われる安山岩類を一括して先加治木安山岩塀

と呼ぶ｡本安山岩額は沢馬場安山岩･木津志安山岩･北野安山岩･上線安山岩および麓安山岩

からなる｡

1)沢馬場安山岩(Sawababa andesite)

太田(1967)の｢旧期安山岩額｣のうち隼人町沢馬場付近に分布するものに相当する｡また

小川(1970M.S.)の｢沢馬場安山岩｣に相当する｡角閃石含有普通輝石･紫蘇輝石安山岩で

ある｡

*)鹿児島県北部地域(北薩)の火山地質の調査を行なった桑原　寛(1949, MS)はその結果を九州大学進

級論文としてまとめた｡その中で同氏は,この地域に分布する湖沼性堆積層およびそれらと密接な関係を
もって分布する火山砕層岩炉を一括して｢永野層｣とよんだ｡しかしながら,その定義は不明確なばかり

か,研究成果は印刷公表されていない｡一方,その後多くの研究者等によって,北薩地域に点々と分布す

る湖沼性堆積層に対して漠然と"永野層"という地層名を使用することが定着してきたく南郷, 1964;鹿
児島県, 1967;尾上, 1972)c　そして一般に薩摩町永野付近が模式地とされてきた｡しかし,これらの研

究者により"永野層"の定義がなされていないか,仮に定義されていても,その内容は不明確で,少な

からず混乱をきたしてきた｡

筆者らは近年,従来永野層の模式地とされてきた永野周辺および東郷町一帯の地質調査を実施してき
た｡その結果,永野層の全貌をほぼ把握できた｡その成果は近く別報に発表する予定である｡

本稿における永野層は,従来記載･報告されたもので,定義が比較的しっかりしている金属鉱業事業団
(1967)の｢永野層｣に準拠した｡
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田砂磯層[=]塊状シルト層

第2囲　永野層を不整合に被う加治木層(蒲生町北上の県道沿いの露頭) Sketch of the outcrop

showing the unconformable relationship between the Kajiki and the Nagano For-
●

mations in Kitakami, Kamou-cho.

〔模式地〕姶良郡隼人町沢馬場｡

〔分　布〕隼人町鹿児島神官と朝日部落との間の沢を西限とし,東部は日当山駅付近までの

小範囲に分布する｡

〔岩　相〕全体に灰白色ないし暗灰色を呈し, 1-5mmの淡黄色ないし白色を呈する長石が

見られる｡ 1mm以下の輝石が点在するのも認められる｡鼻切から内に至る道路沿いの露頭で

は本岩に板状節理が発達している｡鏡下においてほ斑状組織を宜し,斑晶として斜長石･普通

輝石･紫蘇輝石･角閃石を含む｡斜長石は自形から半白形を呈し,その最大径は2.5mmであ

る｡普通輝石は短柱状で努閲が著しく発達し,最大径は0.8mmである.普通輝石は紫蘇輝石

に比べその数は少ない｡紫蘇輝石は自形から半白形を呈し,最大径は0.8mmである｡多色性

が認められる｡角閃石は長柱状半白形を宜し,最大径は0.4mmである｡多色性が認められ

る｡石基はカールスバード双晶が発達する長柱状ないし短柱状の斜長石が充填する｡それらの

間に磁鉄鉱が散在する｡流理構造も認められる｡斑晶および石基の割れ目には少量ではある

が,方解石が充填することがある｡

〔層位関係〕調査地域東部の隼人町における最下位の岩体であり,国分層群の基盤をなすも

のである｡日当山駅南方約350mの採石場では,蒲生層･小田火砕流堆積物および隼人層に被

われる.鼻切から内へ至る道路沿いではE-W-56-Nなる断層で,本安山岩と小田火砕流堆積

物とが按している｡なお木津志･北野･上兼･麓各安山岩との関係は,分布域が離れているた

め不明である｡

2)木津志安山岩(Kizushi andesite)

太田　　　　の｢旧期安山岩塀｣のうち蒲生町西川内から姶良町中牧付近に分布するものに

･′相当する他,小川(1972M.S.)が｢赤仁田安山岩｣と呼んだものに相当する｡普通輝石･紫

蘇輝石含有角閃石安山岩である｡

〔模式地〕姶良郡姶良町櫓石｡

〔分　布〕本地域においてほ,西部は蒲生町西川内から東部は姶良町中牧まで分布するが,

北限は不明である｡

〔岩　相〕肉眼では灰色ないし青灰色を呈し,角閃石の著しく目立つ特徴を持つ｡また風化

が進むと流理構造が現われる｡本安山岩上部には火山角僕岩を伴っている｡鏡下では斑状組織

を示し,斑晶として斜長石･普通輝石･紫蘇輝石･角閃石を含む｡斜長石は短柱状から長柱状
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で,平均2mm径と0.5mm径の微斑晶に分けられる｡最大径は3mmである｡普通輝石は

O.I'M).2mmの径をもち,弱い多色性が認められる｡角閃石と連晶するものがある｡紫蘇輝石

は約0.4mm径の微小斑晶として存在し,普通輝石と同様に数は少ない｡角閃石は多色性が強

く淡緑色を呈する｡最大径は2mmで平均径は約1mmである｡他の斑晶に比べかなり多く,

微斑晶としても多く存在する｡石基はガラス微品質で,最大径0.05mmの長柱状斜長石が点

在する｡

〔層位関係〕蒲生町柊野西北約1kmの沢沿いで永野層を被い,菅野から石ケ迫に至る沢に

おいて,北野安山岩に被われる｡また入戸火砕流堆積物に被われる.上線および麓安山岩との

関係は不明である｡

3)北野安山岩(Kitano andesite)

太田　　　　の｢旧期安山岩頼｣および小川(1972M.S.)の｢竹山安山岩｣のうち姶良町

北野と菅野との間に分布するものに相当する｡紫蘇輝石･普通輝石安山岩である｡

〔模式地〕姶良郡姶良町北野西方約600m付近の道沿い｡

〔分　布〕北野から菅野へ至る道を南限とし,石ケ迫から菅野へ至る沢を北限として分布す

る｡海抜262mを最高所とし,小規模な一山体をなす｡

〔岩　相〕黒色ないし黒灰色を呈し,有色鉱物を肉眼で確認できる　2-3mm径の輝石斑晶

が数多く含まれている｡鏡下では斑状組織を示し,斑晶として斜長石･普通輝石･紫蘇輝石を

含む｡斜長石は自形を皇し,平均径1mmで最大径3.5mmに達する｡ ~1mm径以下の斜長石

は連晶することが多い｡普通輝石は短柱状で最大径は4mmに達する｡努閲は明瞭である｡双

晶をなすものもあり,紫蘇輝石の微斑晶を包有するものもある｡紫蘇輝石は長柱状を呈し,普

通輝石と同様に多数存在する｡最大径は1.5mmで,普通輝石と連晶するものもある｡また斜

長石の微斑晶を含有したり,大きな斜長石の斑晶と連晶したり共生関係を作っている｡石基は

長柱状でカールスバード双晶をなす斜長石が充填･し,それらの間に普通輝石粒を数多く含んで

いる｡全体的に有色鉱物が多い｡

〔層位関係〕木揮志安山岩を被い,地久里火砕流堆積物および入戸火砕流堆積物により被わ

れている｡上叔および麓安山岩との関係は不明である｡

4)上轍安山岩(Kamitake andesite)

太田(1967)の｢旧期安山岩｣のうち加治木町上線の林道付近に分布するものに相当する｡

普通輝石･紫蘇輝石安山岩である｡

〔模式地〕姶良郡加治木町上東北部の林道沿い｡

〔分　布〕本調査地域では上東北部の林道付近を南限とするが,北限は明らかでない｡

〔岩　相〕黒灰色を呈し1-2mmの淡黄色を皇する長石が見られる部分がある｡鏡下では

斑状組織を示し,斑晶として斜長石･普通輝石･紫蘇輝石を含む｡斜長石は長柱状で半白形を

呈するものが多く最大径は3mmである｡多くは幅広いカールスバード双晶が発達し,約0.2

mm径の長柱状ないし破片状微斑晶が多い｡比較的大きい斑晶には割れ目が多い.普通輝石は

短柱状を呈し,平均径O.W).2mm�"最大径0.6mmである｡紫蘇輝石を包含するものもあ

る｡紫蘇輝石は約0.lmm径の微斑晶と約0.5mm径の斑晶に分けられる｡微斑晶は長柱状を

呈する｡約0.5mm径の斑晶には斜長石を包含するものもある｡数は普通輝石よりやや少な

い｡普通輝石･紫蘇輝石は微斑晶としてかなり多く存在する｡石基は針状の微晶な斜長石が充

填し,形不定のガラスを含んでいる｡

〔層位関係〕上叔北方の林道付近で牟田山安山岩および竹山安山岩を被う｡麓安山岩との関
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係は,分布域が離れているため不明である｡

5)麗安山岩(Fumoto andesite)

従来記載されてなかった安山岩である｡膏田町麓の小学校北東方約200mの沢沿いに小岩体

として分布する｡本安山岩を麓安山岩と命名し,模式地を膏田町麓とする｡普通輝石･紫蘇輝

石含有角閃石安山岩である｡

〔岩　相〕肉眼では灰色を呈し,平均2mmの長石および黒色を呈する約1mmの輝石が見

られる｡またゼノリスとして数cm径の砂岩が認められた｡鏡下では斑状組織を示し,斑晶と

して斜長石･普通輝石･紫蘇輝石･角閃石を含む｡斜長石は長柱状から短柱状で自形ないし半

白形を皇し,最大径は2.5mmである｡普通輝石は短柱状を呈し,最大径は0.5mmである｡数

は少ない｡微斑晶としても存在する｡紫蘇輝石は自形ないし半白形を呈し,最大径は1.2mm

である｡微小斑晶としても存在し,また普通輝石と遺品するものもある｡角閃石は自形ないし

他形を皇し最大径は2mmである｡多色性があり努閲は明瞭である｡有色鉱物中では最も数が

多い｡石基はカールスバード双晶の発達する長柱状の斜長石が充填し,それらの間に磁鉄鉱が

散在する｡

〔層位関係〕国分層群の基盤をなすものの一つで,模式地において蒲生層に被われる｡他の

先加治木安山岩との関係は,分布域が離れているため不明である｡

4.国分層群(Kokubu Group)

｢国分層群｣という層群名は,伊田等(1950)により｢中生代層および先国分火山岩類を不

整合に被い,後国分火山岩頬に不整合に被われる淡水成堆積岩｣に対して捷唱され,模式地は

鹿児島神官より東部落に至る坂道とされている｡伊田等ほその地質時代を鮮新世末期あるいは

洪積世初期と考えた｡沢村(1956)は地質図幅｢国分｣において,隼人町姫城付近に分布する

地層を伊田等(1950)に従って｢国分層群｣と呼び,簡単に記載している｡筆者等の調査によれ

ば,隼人町姫城から国分付近に分布し,伊田等･沢村により国分層群と呼ばれた地層は,伊田

等の国分層群の模式地である鹿児島神官より東部落に至る坂道に分布する地層とはかなり地質

時代の異なる地層で,伊田等の模式地の国分層群とは区別されるべき単元の地層であることが

判明した｡

太田(1967)による地質図幅｢加治木｣には,東部は隼人町から西部は蒲生町にかけての地

域のほぼ北半分に分布する地層が記載されている｡太田はこの地域に分布する一連の堆積岩額

に対して｢国分層群｣と呼び,同層群を上部･中部･下部の3部層に分け,伊田等　　　　が

国分層群の模式地とした鹿児島神官より東部落に至る坂道に露出する最下部の磯岩･凝灰質砂

岩および同京岩の互層からなるものに対して｢下部層｣と呼んだほか,下部層と中部層との関

係を平行不整合と考え,中部層と上部層との関係を傾斜不整合とした｡しかし本調査におい

て,太田(1967)により国分層群上･中･下部層とされたものには,全体を通してみると,そ

の層序の把纏に誤りがあり,さらにその中には,いくつかの地質単元の地層を含むことが明ら

かになった｡

露木等(1970)は隼人町から加治木町東部にかけての地域を調査し,その地域に分布する火

砕流堆積物の基盤をなす泥岩の卓越した砂岩･泥岩互層と塊状線灰色凝灰岩を主とし,一部磯

岩を伴う水成堆積層を｢国分層｣と呼んだ｡これは太田(1967)の国分層群に相当するもので

ある｡

高橋･長谷(1972)は本地域西部の蒲生町から膏田町北東部にわたる地域について調査して

いる｡彼等は｢新期中･酸性火山岩塀｣を被い,更新世後期の火砕流堆積物により被われる堆
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積岩塀を一括して｢青田層｣と呼んでいるが,筆者等の調査によれば｢青田層｣には一部が不

整合関係であるいくつかの地質単元の地層を含み,一つの地層に一括するには無理がある｡

｢青田層｣はまた太田(1967)の国分層群の一部である｡さらに彼等により捷唱された火砕流堆

積物の一部には後述するように明らかに国分層群に含められるべきものがある｡

長谷(1978)は加治木町宇曽木川沿いを調査し,従来の国分層群を加治木層および国分層に

分け,伊田等(1950)の模式地における国分層群の最下部を｢小官路凝灰岩部層(加治木屑)｣

とし,その上位の僕岩･砂岩および泥岩からなる地層を｢国分層｣と呼び,国分層の定義を行

った｡筆者等の調査によると,長谷(1978)のいう小官路凝灰岩部層を不整合に被うとした模

式地の国分層は,本調査で識別した蒲生層に相当し,さらに長谷の加治木屑上部に含められる

ということが判明した｡

以上のようにこれまでの研究においてほ国分層群の定義が唆味で,これまでの層序を国分層

群の標準層序とするのは適当でないことが明らかになった｡従って本稿では先永野火山岩頒･

永野層および先加治木安山岩塀を不整合に被い,清水流紋岩･青田貝層および地久里火砕流堆

積物により不整合に被われる一連の堆積物および安山岩頬を国分層群と再定義する｡本層群は

440m以上の層厚があり,下位より加治木層･鍋倉火砕流堆積物･蒲生層･小田火砕流堆積

物･隼人層の5層と新期安山岩類(湯湾岳安山岩･音数安山岩･西餅田安山岩)からなる｡

以下,層序の下位より順を追って地層の記載を行う｡

1)加治木屑(Kajiki Formation)

太田(1967)の｢国分層群中部層･上部層｣の一部,長谷(1978)の｢加治木層下部｣の一

部および露木等(1970)の｢国分層｣の一部に相当する｡また高橋･長谷(1972)の｢青田層｣

の一部に相当する｡さらに従来の鹿児島大学卒業論文すなわち中山(1964M.S.)の｢隼人

層｣,横山(1967M.S.)の｢国分層群｣の一部,木下(1970M.S.)の｢黒川山層｣,宮崎

(1970M.S.)小川(1971M.S.)小川(1972M.S.)の｢加治木屑｣の一部,臼井(1973M.

S.)の｢加治木層下部｣の一部および徳留(1973M.S.)西井上(1977M.S.)の｢加治木層

下部｣に相当する｡

〔模式地〕姶良郡姶良町瀬戸段から姶良郡加治木町西雛場にかけての道路沿い｡

〔副模式地〕姶良郡加治木町高井田から毛上-通じる林道沿い｡

〔層　厚〕模式地において下限が河底に隠れているため全層厚は不明であるが,露出部分は

約70mに達する｡

〔分　布〕西部は蒲生町北上付近から東部は隼人町小田西まで分布するが,模式的に分布す

るところは山田川上流の瀬戸段･雛場付近,宇曽木川沿いの辺川付近,蒲生町柊野付近であ

る｡また隼人町宇郡山にもわずかに分布するが,伊田等(1950)の国分層群の模式地には分布

しない｡

〔岩　相〕大部分シルト層優勢な砂･シルト互層からなるが,加治木町高井田付近では砂層

が卓越している｡また場所により海棲見化石や植物化石を多産する塊状シル下層の発達が見ら

れる｡さらに一部では円僕層を扶在している｡

イ)姶良町瀬戸段および加治木町西雛場付近(模式地) (第8図, 9)

岩相上3つの部分に分けられる｡下部約35mは極細粒砂～中粒砂層とシルト層の互層から

なり全般にシルト層優勢であるが,下部ほど砂層が発達する｡砂層の厚さは一般に薄く1単層

10cm以下で, 1-3cmの厚さのものが多い｡シルト層は数cm～数10cmの厚さがある｡最下

部には3--5cmの厚さの軽石層の挟みが数枚存在する｡最下部のシルト層からはFormica sp.
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(アリ科の一種)などの昆虫化石を産出する｡中部約25mには塊状シルト層が発達する｡青

灰色を呈し, -ソマーでたたくと不規則な割れ方を示す｡この塊状シルト層からほRaeta

少ulchella, Lucinoma sp.などの多くの海棲見化石やウニ頼化石を産出する｡また上部には平

均10cm径の安山岩円磯がまばらに含まれている｡最上部約10mは厚さ約20cm以下の砂層と

シルト層の互層からなる｡この互層中からはZelkova cf. serrata (ケヤキ), Fagus stuxbergn

(ブナ), Quercus cf. sahcina (ツクバネガシ)などの植物化石を産する｡この地域に発達する

地層は一般にE-Wの走向を示し　　　　で南にゆるく傾斜している.しかし場所によりゆる

やかな北傾斜を示すところがあり,全体として地層はやや波うっている｡

ロ)姶良町大山付近(第8図, 10-ll)

シルト層優勢な砂･シルト互層からなり,大山東において約15mの層厚がある(第3図)0

下部約4mは細粒砂層が発達する｡上部約10mは大部分

lillllil蓋

巨∃ wfcft濫
壮梢物)

田凝灰岩

Eヨ細粒砂

∈ヨシルト

層理の良く発達するシルト層からなり,間に薄い細粒砂層

および凝灰岩層を挟在する｡大山付近の本層は,前述の瀬

戸段付近におけるものの最下部に相当すると思われる｡な

おシルト層中からほZelkova cf. serrata, (ケヤキ), Fagus

sp. (ブナ)などの植物化石やGobiidae gen. et sp. indet.

(クモ-ゼ科の一種)などの魚化石を産する｡奈良祝の山

田川沿いでは層厚約15mの塊状シルト層が発達し,その

間に厚さ約30cmの灰白色凝灰岩層を扶在する｡下名･星

ケ山･大山西および大山東の北部では,木屑は湯湾岳安山

岩の寛人により地層が急傾斜を示すところがある｡その接

触部ではシルト層がフリント化している｡

-)加治木町辺川･撞水流付近(第8図, 17-18)

第3図　姶良町大山東における加治木層の柱状図(The columnar
A

section of the Kajiki Formation in Oyama-higashi,

Aira-cho. )

大部分,シルト層優勢な砂･シルト互層からなり,約35mの層厚がある｡全体として南に

ゆるく傾斜している｡宇曽木川沿いの市野･辺川中では最下部に塊状シルト層が発達してい

る｡辺川下での最下部に発達するシルト層からGobiidae gen. et sp. mdet. (クモ-ゼ科の

一種)の魚化石およびFormicidae (7 1)科の一種)の昆虫化石を産した｡辺川西部の沢では,

本層上部に厚さ約2mの円磯層を扶在している｡その中に含まれる僕は先永野火山岩塀および

先加治木安山岩類に由来する安山岩円磯であり,その最大径は30cmである｡

ニ)加治木町高井田･毛上付近く副模式地) (第8図. 15))

この地域では本層は約70mの層厚がある｡主として凝灰質砂･凝灰質シルト互層からなる

が,中部に厚さ約20mでラミナの発達する凝灰質細粒砂層を挟むほか,上部約10mは層理の

発達するシルト層からなる｡本層下半部には1-15cmの厚さの軽石層を多く挟んでいる｡中

部に発達する凝灰質細粒砂層にはシルト薄層および軽石層を挟むほか,往々シルトの同時磯を

含む｡この地域では南北性の小断層が顕著に発達している｡また本層中には湯湾岳安山岩の幅

1-数mの岩脈が見られ,その木屑との接触部ではシルト層がフリント化している｡丸岡では

湯湾岳安山岩の貫人の影響により,木屑がE-W, 30-Nの走向傾斜を示している｡

ホ)蒲生町柊野付近(第8図, 4)
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層厚は約70mで大部分がシルト層優勢な砂･シルト互層からなる｡最下部にはシルト磯や

安山岩磯を含む厚さ約3mの磯層が存在する｡この地域に発達する加治木層は全体に模式地に

おけるものより固緯度が高い｡全体として模式地に分布するものより下位の層準に相当するも

のと考えられる｡

〔層位関係〕国分層群の最下位の地層で,先永野火山岩瑛･永野層および先加治木安山岩類

を不整合に被う｡姶良町黒瀬南部落北方の山田川沿いでは,本層が黒瀬安山岩にアバットする

ところが見られる｡また蒲生町北上から西浦下に至る県道沿いでは,本層が永野層を傾斜不整

合に被う(第2図)｡上位は鍋倉火砕流堆積物に被われる｡姶良町大山では鍋倉火砕流堆積物

が欠除し,その上位の蒲生層に直接被われるところがある｡

〔地質構造〕加治木町西雛場付近では,一般的な走向はE-W方向で,数度以下で北ないし

南に傾斜しているが,全体としてみると南へゆるく傾斜している｡しかし本地域全体を通して

みると走向は一様ではないが,傾斜はほとんど7-8-以下である｡ただし本地域南部の加治木

町丸岡,姶良町星ケ山･大山付近では,木屑は湯湾岳安山岩の寛人の影響を受けて30-60-の

傾斜を示している｡姶良町大山東･鍋倉,加治木町宅上西方では本層の最上部にスランプ稽曲

が見られる｡なお本層は隼人町においてほ小田西およびその東側の宇郡山にわずかに露山する

だけである｡さらに隼人町と国分市の境をほぼ南北に流れる天降川以東にはまったく分布しな

い｡このことは加治木町より東側が南北性のいくらかの断層により階段状に落ちたことを示唆

するものであろう｡

〔化　石〕ほとんど全てのシルト層より多くの植物化石を産し,瀬戸段･西雛場(模式地)

および加治木町仏石における塊状シルト層からは多くの海棲見化石を産する｡貝化石の構成種

は第2表に示す通りである｡さらに前述したように,姶良町大山･加治木町辺川のシルト層よ

り　Gobiidaegen. et sp. indet. (クモ-ゼ科の一種)等の魚化石を産し,姶良町瀬戸段(模式

也)および加治木町辺川の最下部のシルト層からはFormica sp. (ア1)科の一種)等の昆虫化

石を産した｡

2)鍋倉火砕流堆積物(Nabekura pyroclastic flow deposits)

長谷(1978)の｢小官路凝灰岩部層｣に相当するが,本火砕流堆積物が模式的に発達する地

域は姶良町鍋倉であること,さらに本火砕流堆積物は加治木層を不整合に被い,明らかに一つ

の地質単元とみなされることなどから新地層名｢鍋倉火砕流堆積物｣を用いる｡また本火砕流

堆積物は太田(1967)および横山(1967M.S.)の｢隼人軽石流｣に相当し,さらに｢国分層

群下部層′･中部層･上部層｣の一部に相当するほか,宮崎(1970M.S.)の｢鍋倉凝灰岩部

層｣,徳留(1973M.S.)西井上(1977M.S.)の｢加治木屑中部｣に相当する｡

〔模式地〕姶良郡姶良町鍋倉の天福寺の崖｡

〔層　厚〕鍋倉(模式地)において約60mの層厚がある｡また加治木町弥勤では湯湾岳安

山岩の質入のため正確にはわからないが,約90mに達すると考えられる｡

〔分　布〕本調査地域内に広く分布し,西部は蒲生町北上西方から東部は隼人町西光寺まで

分布する｡主に発達する地域は姶良町鍋倉･大山･内山田･寺師･上場,蒲生町上畑･畠田･

中福良･自男(別府川･山田川･蒲生川およびそれらの支流沿い)や加治木町桃木野･毛上･

捷水流･辺川(網掛川･宇曽木川およびその支流沿い)などのほか隼人町小浜･宇郡山･東郷

付近である｡

〔岩　相〕凝灰角磯岩を主体とし,一部でそれは溶結している火砕流堆積物である｡一般に

姶良町鍋倉(模式地)周辺部では暗灰色ないし黄褐色を呈する凝灰角磯岩からなり,平均径



EK 大塚裕之･西井上剛資

第2表　加治木層産海棲貝化石(Marine molluscs discriminated from the Kajiki
formation) A: Abundant C: Common R: Rare
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CuBv^ daT^a sp . R ■

Cavd iom ya sp . R

Den舌a lzum sp .

R■

C

氏 氏 氏

氏

氏

Li舌tor ina sp . 氏

C0乙乙iSe乙乙a luoわuana ( P工LUSBRY )

T?yre ne ( Mi舌r>@乙la ) vavi ans ( DUNKER )

TPi舌la cf . c aponi aa ( A .A DAM S )

Na如 av%us sp . A

Puha ? sp . R

Eeh w oid sp . A 氏 氏 A /

1--5cm (最大径20cm)の軽石および火山岩片を多く含んでいる.本火砕流堆積物は水平的な

岩相変化が著しく,本調査地域北部の加治木町辺川･雛場および姶良町内山田や西部の蒲生町

中福良付近では,新鮮な部分が青灰色を皇する火山磯凝灰岩からなり, lcm径以下の軽石や火

山岩片を含んでいる｡場所によっては平均径5Ⅱ皿の軽石のみを含む｡また一般に平均径1cm
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の火山豆石を多く含んでいる｡蒲生町畠田および隼人町鹿児島神官付近では, 1--3cm径の安

山岩円僕や軽石などを含む含磯凝灰岩となる部分がある｡加治木町弥勤および日木山において

ほ,本火砕流堆積物は灰白色を呈する溶結凝灰岩となる　1-3cm径の軽石および火山岩片を

多く含んでいる｡また姶良町鍋倉(模式地),加治木町桃木野および隼人町東郷付近では本火

砕流堆積物に層状構造の発達がみられる｡

〔層位関係〕下位の加治木層をその侵食面の谷地形を埋めるように不整合に被う｡姶良町大

山･鍋倉,加治木町西雛場･捷水流･毛上付近などで本火砕流堆積物が加治木層を不整合に被

うのが観察される｡上位の蒲生層に不整合に被われる｡本調査地域東部の隼人町においては本

火砕流堆積物が大部分最下部を占め,上位の蒲生層に不整合に被われる｡

〔地質構造〕第11図に本火砕流堆積物の等層厚線図を示す｡これによると本調査地域中央

部に位置する姶良町鍋倉(模式地)および加治木町弥勤付近で最大厚約90mに達する｡この

模式地付近を中心に外側へ次第に薄くなり,東部の隼人町日当山,北部の姶良町黒瀬南,西部

の蒲生町西浦付近では5-10mの層厚となる｡従って本火砕流堆積物の堆積の中心の位置は現

在の鹿児島湾湾奥部の北部であると考えることができよう｡またこれは本火砕流堆積物の噴出

源の位置を示唆しているかもしれない.本地域東部の隼人町小浜および宇郡山付近では北東一

南西方向の小断層が発達している｡

〔化　石〕本調査地域の部の姶良町春花では本火砕流堆積物の最下部に下位の加治木層に由

来すると思われるシルト岩をまばらに取り込んでおり,その中に多くの海棲見化石を含んでい

る｡

3)蒲生層(Kamo Formation)

太田(1967)の｢国分層群中部層･上部層｣の一部,高橋･長谷　　　　の｢青田層｣の一

部,長谷(1978)の｢加治木層下部･上部｣の一部および｢国分層｣,西井上(1977M.S.)の

｢加治木屑上部｣の一部に相当する｡

〔模式地〕姶良郡加治木町西雛場の道路沿いO

〔副模式地〕蒲生町迫より龍ケ山へ至る道路沿い｡

〔層　厚〕隼人町滞上において約90m｡

〔分　布〕本調査地域の全域に広く分布する｡

〔岩　相〕木屑は国分層群中で水平的な岩相変化が最も著しいが,全体としてほ砂層が卓越

する地域とシルト層または砂･シルト互層が卓越する地域に分けられる｡全体を通してみると

砂層は主に下半部に,シルト層は上半部に発達し,一部に磯層および凝灰角磯岩を伴う｡本層

は東部において海棲見化石を産し,少なくとも一部は海成層である｡

イ)加治木町雛場,姶良町大山付近(第8図, 8-ll)

西雛場では大部分シルト層からなり約40mの層厚がある｡最下部約2mには砂層優勢の砂･

シルト互層が発達するが,上部にはシルト層が卓越する(第8図　9).全体的に南西方向にゆ

るく傾斜している｡この地域のシルト層からは　Fagus cf. crenata, Fagus stuxbergti (ブ

ナ)�"Zelkovacf. serrata (ケヤキ)�"Acersp. (カニデ)などの植物化石を多産する.姶良町上

名では約15mの層厚があり,岩相上2つの部分に分けられる(第8図　8).下部約5mはシ

ルト層からなり,上部約10mには砂磯層が発達する｡砂磯層は平均径約10cmの安山岩円磯

を含み,全体に200前後で西へ傾いている｡この砂磯層は西雛場のシルト層の層準より上位に

位置すると考えられる｡また場所によっては厚さ約2mの基底磯層が発達するところがある｡

姶良町城では約25mの層厚があり,最下部約3mに基底磯層を伴い,その上位約11mに層理
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が顕著な砂層が発達する｡上部約10mは砂･シルト互層からなる｡大山東一帯では砂層が卓

越し,層厚約50mに達する(第8図11),この砂層には往々薄いシルト層を挟在する他,シ

ルトの同時磯を多く含む｡クロスラミナの発達も見られる｡

ロ)住膏池周辺(第8図. 6-7)

姶良町寺師北方の沢では約30mの層厚があり,下部約10mは凝灰質シルト層優勢な凝灰

質砂･シルト互層からなり,上部約20mは一部に平均数cm径(最大径30cm)のシルトの同

時磯および安山岩磯を含む中粒ないし粗粒砂層からなる(第8図　7),場所によっては中部に

厚さ2m以上の円磯層を扶在する.住青付近では約40mの層厚がある.下部約15mは細粒な

いし粗粒砂層からなり,上部約25mには,わずかに薄い砂層を挟む凝灰質シルト層が発達す

る｡蒲生町川東北東の音数へ至る道路沿いでは層厚約80mに達する｡大部分は砂･シルト互

層からなるが,最下部約10mは凝灰質シルト層が,最上部には砂裸層が発達する(第8図,

6)｡互層部は上部ほど砂層優勢となり,砂層中にはところにより凝灰質シルトの同時磯が密集

する｡

-)蒲生町米九･北上･中福良付近(第8図, 2-3)

米丸上では大部分が砂層からなり,一部では凝灰岩薄層を挟む｡層厚約60m　砂層にはしば

しば軽石やシルト磯を含む｡北上から西浦下に至る道路沿いでは40m以上の層厚があり,ラ

ミナの発達する細粒～粗粒砂層を主体とし,中部に厚さ約5mの砂磯層を挟む｡中福良では

10m以上の層厚があり,やや砂層優勢な凝灰質砂･シルト互層からなる｡砂層には一部に軽石

や凝灰質シルトの同時磯を含む｡平城では約30mの層厚があり,大部分シルト層優勢な砂･

シルト互層からなるが下部ほど砂層が卓越している｡また下半部に厚さ5-30cmの軽石層を

数枚挟む｡畠田では最下部に層厚約1mの基底傑層が存在し,下位の鍋倉火砕流堆積物を不整

合に被っている｡基底磯層は平均径5--10cm�"最大径30cmの安山岩円磯を含み,基質の租粒

砂中に見化石を含んでいる｡その上位には厚さ5m以上の凝灰角磯岩が発達する｡この凝灰角

磯岩は平均2-3cmの軽石や1cm径の火山豆石を多く含み,岩相および堆積様式が下位の鍋

倉火砕流堆積物に矯似し,本層基底磯層が欠除するところでは両者は区別しにくい｡今後これ

は火砕流堆積物として記載される可能性がある｡

ニ)蒲生町迫,膏田町桑の九･塩軸付近(第9図　32-37-41-42)

迫において約60mの層厚があり,全体として砂層優勢な凝灰質砂･シルト互層からなるが,

下部約10mに中粒ないし粗粒砂層が発達する(第9図　33)<　下部の砂層にはところにより平

均数cm･最大径60cmのシルト磯を多く含む｡中部の凝灰質砂･シルト互層部は細互層とな

り非常にリズミカルである｡桑の丸付近(第9図. 35-36)には本層の下半部が分布し,約25m

の層厚がある｡下部約20mは数cm径のシルト磯を多く含む砂層が発達し,上部約5mには

砂層優勢な砂･シルト互層が累重する｡鵜木(第9図. 41)では約27mの層厚があり,岩相上

2つの部分に分けられる｡下部約20mは数皿径のシルト磯をまばらに含む細粒ないし粗粒

砂層からなり,凝灰質シルト薄層を扶在する｡最下部には平均径5cmの安山岩磯を含む厚さ

約5mの砂磯層が発達する｡上部約7mは層理の発達する青灰色凝灰質シルト層からなる｡

塩柚(第9図, 42)では本層の上半部が露出し約18mの層厚がある｡岩相上3つの部分に分

けられる｡下部約7mは細粒ないし中粒砂層および砂層優勢な砂･シルト互層からなる｡中部

約3mには平均径3--4cm�"最大径35cmの安山岩円磯を含む砂磯層が発達する｡上部約8m

は大部分が良く成層したシルト層からなるが,その最下部2mにはスランプ構造が発達してい

る.上部のシルト層からほFagus cf. crenata, Fugus shixbergk (ブナ), Acer cf.flonn^^ (カ
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ェデ), Zelkova cf. serrata (ケヤキ)などの植物化石を多産するが,このシル下層は鵜木にお

ける上部のシルト層に対比できる(第4図)｡

巨計粧CM'^Jif fM''./)

∈ヨシルト層

巨∃ 砂シルト互屑

砂屑

匿ヨ砂離

第4図　書田町塩柚･鵜木における蒲生層の柱状

図(The columnar sections of the Kamo
Formation in Shiosoba and Unoki,

Yoshid a-cho. )

ホ)膏田町麓,姶良町船揮･森山付近(第9図, 38, 45-48)

麓(第9図, 38)において約25mの層厚があり,岩相上3つの部分に分けられる｡下部約

4mは厚さ2mの凝灰質粗粒砂層および厚さ2mの軽石層からなる｡砂層には平均径2cmの

軽石や凝灰質シルト磯を含む｡中部約10mはシルト層優勢な砂･シルト互層が発達する｡シ

ルト層は10cm-2inの厚さで,砂層は5-30cmの厚さで互層する｡上部約12mは凝灰質中

粒ないし粗粒砂層が発達し,その下半部には数10cm径のシルトの同時僕および平均径2cmの

安山岩円僕を,上半部には平均径1cmの軽石磯･安山岩円磯および最大径1mのシルト磯を

含む｡春花南方の沢(第9図, 48)では約30mの層厚があり,大部分は凝灰質砂層優勢な凝

灰質砂･シルト互層からなるが,中部に厚さ約8mの凝灰質細粒砂層を挟む｡全体としてほ下

部ほど砂層優勢である｡森山(第9図, 45)では層厚約14mである｡下部約12mは大部分シ

ルト層からなり,その下半部約7mにはスランプ構造が発達し, 1--5cm径の軽石を含む凝灰

角傑岩の巨頚を含んでいる｡最下部約1mには平均径5-10cm　最大径30cmの安山岩円磯

を含む基底傑層が発達する｡そのマトリックスからほ多くの海棲貝化石を産する｡最上部1.5

mは平均径Icm　最大径4cmの軽石や火山岩片を含む凝灰角磯岩が発達する｡

-)加治木町辺川･捷水流･毛上付近(第8図, 15-

猶田付近(第8図, 18)では層厚60mに達する｡大部分は細粒ないし租粒砂層からなるが,

下部約10mには一部にスランプ層を伴う凝灰質シルト層が発達する｡またその最下部には平

均径10cmの安山岩円磯を含む厚さ1mの基底磯層が発達する｡中部から上部にかけて発達す

る砂層には厚さ10-70cmの砂傑層や薄い凝灰質シルト層を挟在する｡最上部の凝灰質砂層か

らほPecten albicans, Paphia euglyptaなどの海棲見化石を産する｡永原北東部では約30m

の層厚があり,岩相上2つの部分に分けられる｡下部約20mは細粒ないし中粒砂層からなり,

上部約10mは砂･シルト互層からなり上位へ向い次第にシルト層優勢となり,一部に軽石薄

層を挟む｡毛上(第8図, 15)では層厚12 (+) mで,大部分が青灰色を呈するシルト層から

なるが,下部に厚さ30cmの軽石層を挟在する｡

ト)加治木町中野,隼人町小浜付近(第8図, 20-22)

中野(第8図, 20)では約80mの層厚があり,その大部分が良く成層したシルト層からな

るが,上部に青灰色を呈する厚さ約7mの塊状凝灰質シルト岩および厚さ2m以上の軽石層
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が累重する｡隼人町馬場(第8図, 22)では約40mの層厚があり,岩相上2つに分けられる｡

下部約30mはシルト層,中粒砂層および砂･シルト互層からなり,一部では最下部にスラン

ビングが発達する｡全体的に上部ほど砂層優勢となる｡最上部約10mは中磯大の安山岩円磯,

軽石磯およびl-3m径のシルトのブロックを含む傑層が発達する｡基質は凝灰質租粒砂から

なる｡この磯層はスランプ堆積物と考えられる｡

チ)隼人町小田･宇部山付近(第8図, 23-25)

韓上(第8図, 24)では層厚90mに達し,岩相上2つの部分に分けられる｡下部約60mは

場所によりシルト磯を含んだり,薄い軽石層を挟む砂層が発達する｡上部約30mは大部分が

砂層優勢な砂･シルト互層からなるが,一部に厚さ2mの砂磯層を扶在する｡字都山(第8

図, 25)では層厚約80mに達し,大部分が良く成層した凝灰質シルト層からなる｡下半部に

は往々シルト磯を含む砂層が発達する｡

〔層位関係〕下位の鍋倉火砕流堆積物を不整合に被う｡姶良町城･地平･森山,蒲生町畠田

付近では基底磯層を伴っている｡上位の小田火砕流堆積物には大部分不整合に被われるが,寺

田町塩紬付近では整合的である｡また加治木町黒川岬では蒲生層のシルト層が湯湾岳安山岩に

整合に被われるが,その北方の滝口坂では湯湾岳安山岩の一部が集塊岩または凝灰角磯岩とな

り,凝灰質砂層からなる蒲生層へ漸移する｡従って湯湾岳安山岩の噴出時期は蒲生層上部層堆

積時である｡

〔地質構造〕全体的な走向は一様でないが,本調査地域東部の隼人町小田および宇郡山付近

では北東一南西方向の走向を示し,全体に南へゆるく傾斜する｡また本地域東部の加治木町か

ら隼人町にかけては北東一南西方向の小断層が発達している.さらに西部の膏田町桑の丸付近

では北西一南東方向の小断層が発達する｡

〔化　石〕膏田町塩軸,加治木町西雛場付近などのシルト層より第17図に示すような植物

化石を産出する｡また加治木町西浦の凝灰質砂層,蒲生町中川内および隼人町宇郡山の凝灰質

第3表　蒲生層産海棲貝化石(Marine molluscs discriminated from the
Kamo formation.) A: Abundant C: Common R: Rare
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シルト層などから海棲見化石を多産する｡それらの構成種は第3表に示す｡

4)小田火砕流堆積物(Oda pyroc且astic免ow deposits)

太田(1967)の｢岩戸軽石流非熔結部｣の一部,露木等(1970)の｢国分層｣の一部,西井

上(1977M.S.)の｢加治木層上部｣の一部に相当する｡

〔模式地〕姶良部隼人町小田西の北東部の林道沿い｡

〔層　厚〕模式地において約

〔分　布〕本調査地域に広く分布する｡主に分布するのほ東部の隼人町小田･野久美田,中

央部の姶良町目木金･城･地平南部･船津･西部の書田町塩柚付近である｡

〔岩　相〕全体に淡黄色を呈する軽石凝灰角磯岩である｡一般に数cm径の軽石塊を多く含

衣,固結度は大きくない｡隼人町小田西(模式地)では平均径3cm　最大径15cmの軽石およ

び2--3cm径の火山岩片を多く含む軽石凝灰角磯岩であるが,最上部では赤褐色を呈し,火山

豆石(平均径Icm)を多く含む凝灰岩となる｡加治木町西雛場では火山磯凝灰岩となり,最下

部約20cmには数cm径の安山岩角磯やシルト磯(最大径20cm)を多く含んでいる｡姶良町

地平南部では軽石凝灰角磯岩からなり,平均径1cmの火山豆石を多く含む｡

〔層位関係〕下位の蒲生層を大部分不整合に被うが,一部では整合的である｡上位の隼人層

には不整合に被われる｡第5図に本調査地域西部の書田町塩柚こおいて,下位の蒲生層を整合

的に被う状態を示す｡そこでは蒲生層のシルト層の一部が異常に乱れて小田火砕流堆積物と接

しており,さらに本火砕流堆積物中の蒲生層のシルトを取り込んでいる｡従って,小田火砕流

堆積物は蒲生層堆積直後に堆積したもので,両者の間には時間的間隙はほとんどないものとみ

なされる｡

小田火砕流地積物

第5図　蒲生層を整合に被う小田火砕流堆積物(膏田

町塩柚) Sketch of仇e outcrop showing the

conformable relationsip between the Kamo
●

Formation and the Oda pyroclastic　且ow

deposits m Shiosoba, Yoshida-cho.

/ヽ

〔地質構造〕本調査地域東部の隼人町小田西および滞上では北東一南西方向の断層で切られ

ており,中央部の姶良町黒富野では東西方向の断層で切られている｡第11図に小田火砕流堆

積物の等層厚線図を示す｡模式地の隼人町小田西付近で最大厚90mを示し,調査地域中央部

から西部にかけては10-40mの厚さとなり,西方に向うにつれ次第に薄くなる｡また北部の

姶良町地平および目木金付近では北方に向い次第に層厚が増している｡火砕流堆積物の厚さの

変化およびその分布の方向性は噴出源からの距離と基盤地形を反映しているものと考えると,

小田火砕流堆積物の噴出源は隼人町の小田周辺か,その南部の鹿児島湾に求めることができよ

う｡

5)隼人層(Hayato Formation)

太田(1967)の｢国分層群中部層･上部層｣の一部および｢姶良層｣に相当するほか,露木

等(1970)の｢国分層｣の一部,西井上(1977M.S.)の｢加治木屑上部｣の一部に相当する｡

さらに木屑の一部は遠藤(1939)の｢青田植物化石層｣の一部に相当する｡

〔模式地〕姶良郡隼人町中福良から加治木町引削にかけての沢｡

〔層　厚〕隼人町小田西付近から小浜北部にかけて最も厚く約120mに達する｡
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〔分　布〕主に調査地域の東部･北部･西部に分かれて分布する｡東部は隼人町小浜から朝

日にかけての地域,北部は姶良町黒幕野から冒木金にかける地域,西部は寺田町桑の丸付近で

ある｡

〔岩　相〕全体に砂層･砂磯層･シルト層･凝灰岩などからなるが,全体としてほ下部のシ

ルト部層と上部の砂部層に分けられる｡調査地域西部では下部のシルト層を主体とし,東部お

よび北部では上部の砂磯層が卓越する｡

イ)隼人町小田･小浜･朝日付近(第8図, 21-26)

模式地の隼人町中福良北部(第8図, 24)では約60mの層厚があり,シルト層･砂層およ

び砂磯層を主体とし,岩相上,上下の2部層に分けられる｡下部約20mはシルト部層からな

るが,その最下部約3mは層理を有する砂層からなる｡上部約40mは大部分が砂層および砂

磯層からなる上部層が累重する｡厚さ約6mの赤褐色粗粒砂層および厚さ約13mの細磯～中

磯からなる磯層が発達し,その下半部には厚さ50cmのシルト層を2枚挟む｡また最上部約

10mには,最大径10cmの安山岩円磯を含み,基質が粗粒砂からなる砂磯層が発達している｡

小浜北部(第8図, 21)における本層は層厚約120mに達し,下部約40mには下部層の良く

成層したシルト層が発達する｡基底より2mの層準には厚さ約30cmの軽石層を挟む｡上部層

は露出が悪く正確にはつかめないが,その下部から中部にかけて厚さ20m以上の砂層優勢な

砂･シルト互層が発達しており,最上部には厚さ6m以上の良く成層した中粒砂層が累重す

る｡また一部では厚さ3m以上の乳白色を呈する軽石質凝灰岩が発達する｡隼人町朝日(第8

図, 25)では主として上部層が露出するが,その大部分が砂層優勢な砂･シルト互層からな

り,層厚約70mに達する｡最上部約2mには砂磯層を伴う｡

ロ)姶良町冒木金･寺師付近(第8図, 7)

目木金付近に分布する木屑は上･下部層合わせて約50mの層厚がある｡下部層は砂層優勢

な砂･シルト互層からなり,厚さ数cnr-sOcmの軽石層を数枚挟在している｡上部層は中粒な

いし粗粒砂層および砂磯層からなり,最上部5mには安山岩円磯を含む砂磯層が発達する｡木

立瀬北方の沢では木屑の上部層に相当すると考えられる層厚20m以上の砂磯層が発達する｡

寺師付近(第8図, 7)では約65mの層厚があり,大部分がシルト層優勢な砂･シルト互層か

らなり,一部に安山岩円僕を含む厚さ20cmの僕層をレソズ状た挟む下部層(25m)と,大部

分が中粒ないし粗粒砂層からなり最上部に厚さ3mの砂撰層を伴う上部層からなる｡

-)膏田町桑の丸付近(第8図, 37-39)

書田町東部の桑の丸～麓にかけての地域での木屑は約25mの層厚があり,そのほとんどが

下部層のシルト層である｡下部約15mは良く成層した青灰色シルト層および無層理の暗灰色

シルト層からなる｡成層したシルト層からほFagus cf. crensta, Fagus stuxbergn (ブナ),

Quercus cf. salicina (ツクバネガシ), Zelkova cf. serrata (ケヤキ)などの植物化石を多産し,

塊状シルト層からほLucinomasp. Raeta少ulchellaなどの海棲見化石やウニ化石および

Sardinops melanostictus (マイワシ)などの魚化石を産出する｡またこの上部約10mには白色

を呈する塊状の凝灰岩が累重し,一般にもクレンザー層勺　と呼ばれ,磨き粉として稼行されて

いる｡本稿ではこの凝灰岩を≒麓凝灰岩勺　と呼ぶが,町田等(1974)が　≒青田白色火山灰層≒

と称したものに相当するものと思われる｡麓凝灰岩はほとんど火山ガラスからなり,極微量の

石英･斜長石･普通輝石･角閃石および磁鉄鉱を含む｡なお麓凝灰岩は他の地域には発達せ

ず,桑の丸一帯における隼人層の鍵層となっている｡

〔層位関係〕下位の小田火砕流堆積物を不整合に被う｡第6図に隼人町馬場において本層が
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ラミナの発達する
凝灰質細一中粒砂層

第　6　図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　7　図

第6図　小田火砕流堆積物を不整合に被う隼人層(隼人町馬場) Sketch of the outcrop showing the

unconformable relationship between the Oda pyroclastic　且ow deposits and the Hayato

Formation in Baba, Hayato-cho.

第7図　蒲生層にアバットする隼人層(寺田町桑の丸) Sketch of the outcrop showing the uncon-

formable relationship between t九e Kamou and the Hayato Formations in Kuwanomaru,

Yoshida-cho.

小田火砕流堆積物を被う状態を示す｡ここでは小田火砕流堆積物が明らかに侵食され,その侵

食面上を隼人層が被っている｡また膏田町桑の丸では小田火砕流堆積物が欠除し,直接蒲生層

にアバットしている(第7図)｡上位は地久里火砕流堆積物･五反田層･青田見層および蒲生

火砕流堆積物に被われる｡なお清水流紋岩との関係は直接露頭では見られないが,清水流紋岩

に被われると考えられる｡

〔地質構造〕本調査地域東部の隼人地域では全体的に南へゆるく傾斜し,北部の姶良町池平

付近では南西方向にゆるく傾斜している｡西部の書田町北東部地域では,鵜木付近を中心とす

る半径約1.5kmの盆状構造を示している｡隼人町中浜北方では,砂･シルト互層が走向NIOoE

で南へ660傾斜するところがあり,断層運動等による影響が考えられる｡隼人町小田西および

滞上では北東一南西方向の断層で切られ,姶良町黒富野では,東西方向の断層で切られてい

る｡第11図に隼人層の等層厚線図を示す｡これによると隼人地域および姶良町北部地域では

一般に,北方に向い次第に層厚が増す傾向がある｡膏田町桑の丸付近では,分布域の中心部に

向って厚くなり,最大層厚70mに達する｡

第4表　隼人層産海棲貝化石(Marine molluscs discriminated from

the Hayato formation.) A: Abundant C: Common R: Rare

産 地
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田

町

種 名 慕

の
丸

城

内

Cvenu Zi Zimop sis ob乙onga ( A .A DAMS )

良

C

Lim av%a sp , 氏
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氏Den士aZ%um sp .

TP i士ia ( Tr itone乙乙a ) jap ontca ( A .A DAM S ) 良
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Ec hino%d sp . 氏
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〔化　石〕主に本調査地域西部の青田町桑の丸付近に発達するシルト層から多くの植物化石

を産出した｡また桑の丸付近に発達する塊状シルト層からほ,貝･ウニおよび魚化石を産出し

た｡それらの構成種のうち,植物および魚化石は第17図に,貝およびウニ化石は第4表に示

す通りである｡

第9図　国分層群の柱状図(II) The columnar sections of the Kokubu Group (II).
凡例は第8図に同じ

6)新期安山岩類(Youn畠er andesites)

国分層群蒲生層堆積以後で,小田火砕流堆積物の堆積前の火山活動により噴出した安山岩類

で,湯湾岳安山岩･音数安山岩･西餅田安山岩の3種の安山岩からなる｡なお音数および西餅

田両安山岩は,国分層群隼人層堆積以後の噴出物である可能性もある｡

i)湯湾岳安山岩(Yuwan-dake andesite)

太田(1967)の｢安山岩岩床｣,露木等(1970)の｢新期安山岩類｣,西井上(1977M.S.)

の｢湯湾岳安山岩｣に相当する｡

〔模式地〕姶良郡加治木町湯湾岳｡

〔分　布〕本調査地域南部の加治木町黒川岬･日木山･木田,姶良町上水流･下名･大山,

蒲生町龍ケ山付近および隼人町長浜に分布する｡

〔岩　相〕加治木層中に小規模のシルまたはダイクとして貫入していることが多い｡また本

安山岩は湯湾岳および片子山の小山体を形成し,そこでは柱状節理が顕著に発達している｡肉
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第8図　国分層群の柱状図( I) Thecolumnar sections of the KokubuGroup ( I)

1.軽石凝灰角磯岩(入戸火砕流堆積物) 2.軽石凝灰角磯岩(妻屋火砕流堆積物) 3.溶結凝灰岩(蒲生火

砕流堆積物) 4.溶結及び非溶結凝灰岩(地久里火砕流堆積物) 5.秒疎層　6.貝殻砂層(吉田貝層) 7.有

棟質泥層　8.砂層　9.秒･シルト互層10.スランビングの発達する砂･シルト互層11.クロスラミナの

発達する砂層12.シルト層(層理の発達するもの) 13.シルト層(塊状のもの) 14.軽石凝灰角磯岩(小

田火砕流堆積物) 15.軽石凝灰角疎岩(鍋倉火砕流堆積物) 16.軽石層17.凝灰岩18.紫蘇輝石･普通

輝石安山岩(湯湾岳安山岩) 19.角閃石含有普通輝石･紫蘇輝石安山岩(沢馬場安山岩) 20.植物化石産出

層準　21.貝化石産出層準

地
久
里
火
砕
流
堆
積
物
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眼では暗灰色を呈し多孔質である｡加治木町桃木野西方の沢では,本安山岩の空隙中に乳白色

を呈する沸石と思われるものが見られる｡蔵王岳および黒川山では一部が自破砕溶岩となる｡

本安山岩は鏡下において斑状組織を呈し,斑晶として斜長石･普通輝石･紫蘇輝石を含む紫蘇

輝石･普通輝石安山岩である｡斜長石は自形ないし半白形を呈し,最大径は3.5nmである｡

カールスバード双晶やアルバイト双晶が発達し,累帯構造も見られる｡普通輝石は淡緑色で半

白形を呈し,双晶が発達するものがある｡最大径は1.3mmである｡紫蘇輝石は長柱状で自形

ないし半白形を呈する｡多色性が弱く見られる｡石基は拍子木状の斜長石が充填し,短～長柱

状で自形ないし半白形を呈する普通輝石がその間を埋めており,流理組織を呈している｡

〔層位関係〕隼人町小浜南西の黒川岬に近い海岸において,本安山岩と蒲生層との接触部が

見られ,そこでは本安山岩がボール状に蒲生層中に取り込まれており,本安山岩は蒲生層が未

固結時に流出したものと考えられる｡さらに加治木町と隼人町の町界である滝口坂付近では,

蒲生層上部のシルト層が本安山岩からなる凝灰角磯岩に漸移していることから,本安山岩は蒲

生層堆積時の後期に活動したものと言える｡黒川山においては清水流紋岩に被われる｡音数安

山岩･西餅田安山岩との関係は,分布域が離れているため不明である｡

ii)音数安山岩(Aojiki andesite)

太田(1967)の｢音数玄武岩質安山岩｣に相当する｡

第10図　国分層群諸層の層位関係を示す概念図(ただし横線は層理を示すものではない)

Schematic diagram showing the stratigraphic relationship between each
●

formations of the Kokubu Group.
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〔模式地〕姶良郡蒲生町青敷｡

〔分　布〕米丸および住膏池両マールの間に位置する蒲生町音数周辺の小範囲に分布する｡

〔岩　相〕暗灰色を呈する撤密堅硬な合かんらん石安山岩である｡蒲生町漆平付近では柱状

節理の発達が顕著であるが,場所により板状節理も発達する｡また一部では自破砕溶岩となる

とろがある｡鏡下においてほ斑晶として斜長石･かんらん石を含む玄武岩質安山岩である｡斜

長石は長柱状ないし短柱状で自形を呈するものが多い｡カーノレスバード双晶やアルバイト双晶

が発達し,累帯構造も見られる｡また磁鉄鉱およびかんらん石を包有するものがある｡かんら

ん石は半白形を呈するものが多い｡石基はカールスバード双晶を示す斜長石が充填し,流理組

織を皇している｡それらの間に数多くの微細なかんらん石と磁鉄鉱を含む｡

〔層位関係〕直接,露頭では観察できないが,本安山岩は蒲生層を被うものと考えられる｡

またその上位は,地久里火砕流堆積物および入戸火砕流堆積物(俗にいうシラス)によって不

整合に被われている｡西餅田安山岩との関係は,分布域が離れているため不明である｡

iii　西餅田安山岩(Nishimochida andesite)

山口(1938)の｢粗面安山岩｣のうち姶良町西餅田付近に分布するのに相当する｡

〔模式地〕姶良郡姶良町西餅田｡

〔分　布〕姶良町西餅田西方の海抜高度約70mの狭い範囲に分布する｡

〔岩　相〕灰色を呈する角閃石含有普通輝石･紫蘇輝石安山岩である｡肉眼では直径3-7

rrmの淡黄色ないし白色を呈する半透明の長石や, lcm径の黒色を呈する長柱状の輝石が認め

られる｡鏡下では本岩は斑状組織を呈し,斑晶として斜長石･普通輝石･紫蘇輝石･角閃石を

含む｡斜長石は短柱状ないし長柱状で,最大径は3.5mmに達する｡カールスバード双晶やア

ルバイト双晶が発達する｡磁鉄鉱を包有するものがある｡普通輝石は短柱状で半白形を呈する

ものが多い｡努閲が明瞭である｡紫蘇輝石は長柱状で半白形を示すものが多く,努閲が明瞭で

ある｡角閃石は最大径0.5mmで,多色性がある｡石基はカールスバード双晶の発達する短冊

状の斜長石が充填し,流理組織を呈している｡その中に微細な磁鉄鉱が散在する｡

〔層位関係〕鍋倉火砕流堆積物･蒲生層を不整合に被う｡小田火砕流堆積物および隼人層を

被う可能性もあるが,本地域では明瞭でない｡しかしながら本稿ではとりあえず,本安山岩を

小田火砕流堆積物の下位に位置づけておく｡湯湾岳安山岩および音数安山岩との関係は不明で

ある｡

5.清水流紋岩(Shimizu rhyolite)

山口　　　　の｢紫蘇輝石斜長流紋岩｣のうち隼人町清水南西部地域および黒川山に分布す

るものに相当する｡また木下(1969M.S.)の｢長浜流紋岩｣に相当する｡

〔模式地〕姶良郡隼人町清水の国道10号線沿いの採石場｡

〔分　布〕隼人町清水南西部地域および黒川山山頂に分布する｡

〔岩　相〕一般に灰白色を呈する角閃石･紫蘇輝石流紋岩である｡模式地の清水では,本岩

体は全体として灰白色を呈し,柱状節理が著しく発達し,流理構造が見られる｡黒川山山頂で

は黒曜岩となっており,場所による岩相変化が著しいのも本岩体の特徴である｡また神道島

(本調査地域外)では,一部に凝灰角磯岩を伴っている｡本岩は鏡下において斑状組織を呈

し,斑晶として石英･斜長石･紫蘇輝石･角閃石を含む｡石英はその多くが融食形を呈する｡

斜長石は自形ないし半白形で最大径は4mmである｡紫蘇輝石はモザイク状の努閲が発達す

る｡磁鉄鉱を包有するものがある｡角閃石は努閲が明瞭である｡これらの斑晶の他に,大隅

石･かんらん石が含まれる｡大隅石は淡青色から淡灰色の多色性があり,最大径は0.5mmで
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第11図　国分層群諸層の等層厚線図(Isopack map of日the Nabekura pyroclastic且Ow
deposits, the Oda pyroclastic且ow deposits and the Hayato Formation of the Kokubu

Group.)図中で横線を施した部分は地層の分布域を示す　Ch:帖佐, Hb:雛場, Ht:日当山
K:桑の丸Kj:加治木, Km'･蒲生　Kz:鹿児島神官, Nk:鍋倉, Ob:小浜, Od:小乱
St:瀬戸段
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ある｡かんらん石は最大径0.3mmで,表面はさめ肌を呈している｡他に,自形を皇するジル

コンが微小結晶として存在する｡石基は微粒の石英･斜長石からなり,その間に微小な磁鉄鉱

が散在する｡

〔層位関係〕黒川山で湯湾岳安山岩を被う｡また直接露頭では観察できないが,隼人層を不

整合に被うものと考えられる｡本岩は更に入戸火砕流堆積物に被われる｡青田見層および地久

里火砕流堆積物との関係は,分布域が離れているため不明である｡

6.吉田具層YoshidaShellBed

矢部･畑井(1941)は,書田村(覗,寺田町)桑の九･鵜木付近に分布し,海棲貝化石を産

する地層を｢YoshidashellBed｣として注目したo彼等によると･識別された見化石は,I.

枚見頼39種,掘足類2種,腹足類36種,計77種に及び,腕足類Kikaithynshanzawa各

(Yabe),Pictothyrispicta(Dillwyn),P.elegansendoiYabeandHatai,P.fortipicta

Y.andH.を特徴種とする｡また本員層には次のような種を含むことが注目されている｡

Mizuhopectentokyoensis(Tokunaga)(成田層特徴種)PectenkikaiensisNomuarand

ZINBO(上嘉鉄石灰岩特徴種),PectennagarumarusYokoyama(長沼層特徴種),Pseudor-

aphitomanaganumaensisOtuka,Polynemamussiumintuscostatum(Yokoyama)(長沼層

産出種)｡以上のようなことから,青田見層は琉球石灰岩よりも幾分古いかもしれないが,両

者はほぼ対比可能であるとした｡矢部(1955)はこの時代を更新世の初期,第一問氷期頃のも

のと考えている｡また,青田見層中に含まれる有孔虫化石を調べた高柳(1956)紘,種の量的

組成より,鵜木の有孔虫は中浅海帯,桑の丸の有孔虫は上浅海帯の群集であり,構成種の多く

は黒潮系の典型的なもので,今日の鹿児島沿岸と大差はないとしている｡太田(1964)紘,欠

部(1955)に従い,本見層を更新世第一間氷期と考えた｡筆者等ほこの青田見層の時代を,後

述するように下位の国分層群がF'aguscf.crenata,Fagusstuxbergn(ブナ)を特徴とする植

物化石群の他,日本における周口店動物群のメンバーであるRhinocerossp.af｣.sinensis(シ

ナサイ)を産する(Shikama,1967)ことから,同層覇が全体として近畿における大阪層群の

ブナ帯に対比でき,さらに本員層は海抜高度約50mの標高に分布する段丘堆積物であり,そ

の見輯群集が温暖な浅海を示すことなどから,下末書期のもので,リスーウルム間氷期頃のも

のであると考える｡

〔模式地〕鹿児島郡書田町西中南部の採石場｡

〔層厚〕模式地において約5m｡

〔分布〕寺田町西中･桑の九･鵜木において,海抜高度約50mの丘陵に点在Lて分布す

る｡第12図に本員層の分布域図,第13図に桑の丸付近の地質断面図を示す｡

〔岩相〕模式地の西中では約5mの層厚があり,最下部約1mには中磯大の安山岩円磯な

どからなる基底磯層が発達する｡その上位約4mは,フジツボの遺骸が密集したいわゆるも貝

殻砂層勺からなる｡この上位は,黄色軽石層ならびに妻屋火砕流堆積物に被われている｡舞の

丸北方丘陵では2m以上の層厚があり,最下部1mは最大径10mの安山岩円磯を含み,基質

ノに貝殻破片を含む砂磯層からなり,更に上位の貝殻砂層へ漸移する｡鵜木の丘陵に分布する本

層は古くから知られているものであるが,現在は露出が悪く,転石によってその存在が確めら

れたにすぎない｡

〔層位関係〕西中において隼人層のシル下層を,桑の丸では蒲生層の砂層をそれぞれ不整合

に被う.ま声西中ではその上位を妻屋火砕流堆積物に被われている.清水流紋岩および地久里

火砕流堆積物との関係は,分布域が離れているため明らかでない｡西村･宮地(1973)による
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第12図　書田貝層の分布域図(Map showing the
distribution of the Yoshida shelトbed.)

61

第13図　書田町桑の丸付近における地質断面図(Geological section of the Kuwanomaru

area, Yoshida-cho.)

と,地久里火砕流堆積物のフイツショソ･トラック年代は25,000F.T.y.を示す｡一方,筆者

等ほ後章で述べるように本員層の時代をその動物群の示す古気温と分布高度などから,関東に

おける更新世中期の下末書層に対比できると考えている｡従って本員層の層準を地久里火砕流

堆積物よりも下位の層準に位置づけることができる｡

7.地久里火砕流堆積物(Ghikuri pyroclastic且ow deposits)

露木等　　　　の｢地久里軽石流｣,宮崎(1970M.S.)の｢久末軽石流｣,太田(1967)の

｢入戸軽石流溶結部｣および高橋･長谷(1972)の｢高牧火砕流堆積物溶結部｣に相当する｡

さらに調査地域東部の隼人町西光寺では,荒牧(1969)の｢加久藤火砕流堆積物上部｣に相当

する｡

〔模式地〕姶良郡加治木町地久里｡

〔層　厚〕隼人町西光寺において約50m｡

〔分　布〕調査地域に広く分布し,一般に,海抜高度約150mないし200m付近に急崖をな

して露出する｡調査地域東部の隼人町西光寺付近では,東方へ向うに従って分布高度が低くな
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り,標高10mのところまで分布してくる｡

〔岩　相〕大部分が灰色ないし暗灰色を皇する溶結凝灰岩からなるが,隼人町朝日･西光寺

および蒲生町久末付近では下半部に非溶結部が存在し,上部の溶結部へと漸移している｡また

西光寺付近に分布するこの火砕流堆積物は黒色を呈し,溶結しており,側方へ灰色を呈するも

のへ漸移する｡一部ではガラス質となっている｡一般に,軽石や外来岩片を多く含み,ユータ

キシティック構造が発達する｡急崖をなすところでは,柱状節理が顕著に発達する｡鏡下にお

いては,多量の火山ガラスを含み,これらの火山ガラスが頗著な流理組織を示す｡斑晶として

斜長石･角閃石･紫蘇輝石･普通輝石･リン灰石を含む｡斜長石は大部分が破片状を皇し,皮

大径は1.5mmである｡アルバイト双晶やカールスバード双晶が著顕に見られ,累帯構造も発

達する｡有色鉱物を包有するものがある｡角閃石は長柱状で自形を呈し,弱い多色性が見られ

る｡紫蘇輝石は長柱状自形を呈し,努閲の発達が著しく,非常に弱い多色性を示す｡普通輝石

は最大径が0.4mmで波動消光を示す｡リン灰石は長柱状ないし針状で自形を呈し,最大径は

0.2kmである｡火山岩片は安山岩であり,最大径は2mである｡全体的にみて有色鉱物の

量が少ない｡

〔層位関係〕国分層群を傾斜不整合に被い,大隅降下軽石堆積物･妻屋火砕流堆積物および

入戸火砕流堆積物によって不整合に被われる｡五反田層との関係は,直接に露頭では見られな

いが,調査地域の西部においてほ五反田層中に本火砕流堆積物の巨磯が含まれることより,五

反田層は層位的に本火砕流堆積物の上位にあると考えられる｡また,太田(1967)の｢入戸軽

石流｣および高橋･長谷(1972)の｢高牧火砕流堆積物｣は,それぞれ,筆者等のいう｢地久

里火砕流堆積物｣と｢入声火砕流堆積物｣とを合わせたものに相当し,これら両火砕流堆積物

の関係は不整合であり,さらに両者の間には, ｢五反田層｣や｢蒲生火砕流堆積物｣などの地

層を挟んでいる｡従って,太田(1967)の｢入戸軽石流溶結部｣および高橋･長谷(1972)の

｢高牧火砕流堆積物溶結部｣は,筆者等のいう｢地久里火砕流堆積物｣に含められる｡

8.五反田層(Gotanda Formation)

前田(1969M.S.)は,書田町五反田付近に分布し,主に磯層および凝灰質砂層からなる地

層を｢五反田層｣と呼び,模式地を五反田とした｡本層は前田の｢五反田層｣に相当する｡模

式地は,本層と上位および下位の地層との関係が明確であるところの膏田町城内の採石場と

し,五反田層と呼ぶ｡

〔層　厚〕膏田町東下で約　　　模式地において約8m｡

〔分　布〕主に調査地域西部の膏田町城内,麓,東下および蒲生町龍ケ山付近に分布する｡

また,姶良町城下や琴ケ谷付近にもわずかに分布する｡

〔岩　相〕大部分が磯層および凝灰質砂層からなり,一部に凝灰岩･凝灰質シルト層･軽石

層を挟む｡模式地の城内(第9図, 39)では地久里火砕流堆積物の岩塊を含む磯層からなり,

約8mの層厚がある｡蒲生高校青田分校南方の採石場では層厚約10mで,大部分が凝灰質砂

層および磯層からなるが,下半部に厚さ約1mの有機質泥層を挟む｡また,凝灰質砂層中に貴

人した小規模なクラスティツクダイクが観察される(第14図)｡書田町東下から姶良町触田上

へ至る道路沿いでは約11mの層厚があり,岩相上2つの部分に分けられる｡下部約7mは一

部にクロスラミナが発達する細粒ないし中粒砂層および砂磯層からなり,上部約4mは黄土色

を呈する凝灰岩からなる｡この上位は大隅降下軽石堆積物に被われる(第15図)0

〔層位関係〕模式地において隼人層を不整合に被い,蒲生火砕流堆積物に被われる｡さらに

嘩久旦水琴輝準構物の巨岩塊を含むことから,同火砕流堆積物より明らかに若い堆積物であ
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鍋倉火砕流堆積物

第14図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第15図
第14図　書田町城内西部における露頭スケッチ(Sketch of the outcrop in the western part of

Tonai, Yoshida-cho.)

第15図　五反田層柱状図(膏田町東下　The columnar section of the Gotanda Formation in

Higashi-shita, Yoshida-cho.

る｡また,蒲生層･鍋倉火砕流堆積物を不整合に被う｡

9.蒲生火砕流堆積物(Kamo pyroclastic flow deposits)

太田(1967)の｢蒲生軽石流｣に相当する｡本稿では,本火砕流堆積物と下位層および上位

層との関係が観察できる膏田町城内の採石場を模式地とし,蒲生火砕流唯物と呼ぶ｡

〔層　厚〕模式地の書田町城内において約10m｡

〔分　布〕調査地域の西部に局所的に分布する｡分布地域は,膏田町城内,蒲生町龍ケ山,

姶良町黒富野付近などである｡

〔岩　相〕暗灰色ないし黒色を呈する溶結癖灰岩で,柱状節理の発達が著しい｡鏡下におい

てほ圧倒的に火山ガラスが多く-リ質である｡これらの火山ガラスは流理組織を呈している｡

斑晶としてほ,斜長石･紫蘇輝石,普通輝石を含む｡斜長石は大部分が半白形を呈し,カール

スバード双晶や累帯構造が発達する｡また,磁鉄鉱を包有するものがある｡紫蘇輝石は短柱状

で,多色性を示すものがある｡また,斜長石や磁鉄鉱を包有するものがある｡普通輝石は短柱

状で最大径は0.5mmである｡全体として有色鉱物の量が少ない｡その他,最大径0.5mmの

火山岩片が少量見られる｡また,縞状模様のある軽石が認められ,一部では脱ガラス化が認め

られる｡

〔層位関係〕五反田層･地久里火砕流堆積物および国分層群隼人層を不整合に被い,入戸砕

流堆積物に不整合に被われる｡

10.大隅降下軽石堆積物(Osumi pumice fall deposits)

荒牧(1969)の｢大隅降下軽石堆積物｣に相当する｡荒牧(1969)によると,本降下軽石堆

積物は現在の桜島火山付近から噴出されたものであり,本調査地域東方の国分市において,最

大層厚約2mであるとされている｡本調査地域では,東部の隼人町西光寺付近で最も厚く約

50cmで,西方へ向い次第に薄くなり,西部の膏田町東下において約15cmの厚さとなる｡本

堆積物は側方への追跡が困難で,わずかに隼人町西光寺,加治木町捷水流,書田町東下付近で

認められるにすぎない｡堆積物は,軽石,火山灰,異質岩片からなり,軽石粒の径は5mm以
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下である｡五反田層･地久里火砕流唯物を不整合に被い,妻屋火砕流堆積物に整合に被われ

る｡

ll.妻屋火砕流堆積物(Tsumaya pyroclastic且ow deposits)

荒牧(1969)の｢妻屋火砕流堆積物｣に相当する｡また,太田　　　　の｢岩戸軽石流非溶

結部｣の一部に相当する.　　　　　　　　　　　,

〔層　厚〕姶良町森山北方,蒲生町愛宕山北方地域で, 15m以上の層厚がある｡

〔分　布〕主な分布地域は姶良町南部の萩ノ城,蒲生町東部の北下･川東,寺田町城内･東

下付近および加治木町隈原東部である｡

〔岩　相〕軽石および異質岩片のいずれもが,上位の入戸火砕流堆積物中のそれに比べて直

径が小さく,かつ,量が少ない｡堆積物の基質は一般的に細粒である｡一部では,平均径1cm

の火山豆石を含んでいる｡このような特徴から,この火砕流堆積物は他の火砕流堆積物とは容

易に区別される｡

〔層位関係〕大隅降下軽石堆積物を整合に被い,亀割坂角傑層および入戸火砕流堆積物に整

合に被われる｡

12.亀割坂角襟層(Kamewarizaka breccia)

荒牧(1969)の｢亀割坂角僕層｣に相当する｡層厚は約2mであるが,一部では分布せず,

下位の妻畳火砕流唯物と上位の入戸火砕流堆積物とが連続して堆積するところがある｡また,

大隅降下軽石堆積物と同様に側方への追跡が困難で,本調査地域では姶良町萩ノ城,加治木町

中野で確認できるだけである｡本角磯層は主に安山岩角磯･軽石質火山灰などからなり,角磯

は直径10cm前後のものが多い｡層位的には,妻屋および入戸両火砕流堆積物に挟まれてお

り,岩相的に頬似した両火砕流堆積物を相互に区別する上で有効である｡

13.入声火砕流堆積物(Ito pyroclastic且ow deposits)

太田(1967)の｢入戸軽石流非溶結部｣,露木等(1970)の｢中福良軽石流(非溶結部)｣,宮

崎く1970M.S.)の｢永原軽石流｣および荒牧(1969)の｢入戸火砕流堆積物の非溶結部｣に

相当する｡

〔層　厚〕加治木町雛場,書田町麓北方において約80m｡

〔分　布〕調査地域全域に広く分布する｡隼人町西光寺付近では,本火砕流堆積物は谷地形

を埋めるような堆積形態を呈している｡加治木町楠原から隼人町上野にかけては海抜高度約

200-250m以上に分布し,台地上面を構成している｡本火砕流堆積物の堆積様式については,

露木等(1970),大木･早坂(1973)により報告されている｡

〔岩　相〕俗にもシラス勺　と呼ばれる非溶結の火砕流堆積物で,淡黄ないし乳白色を呈す

るO一般に数cmないし10cm径前後の軽石や異質岩片(一般に径5cm以下)が多く含まれ

る｡軽石は場所により人頭大のものもある｡本調査地域では溶結部は見られないが,露木等

(1970)によると,本地域北方の表木山や中福良付近に発達するとされている｡

〔層位関係〕主に地久里火砕流堆積物･蒲生火砕流堆積物および国分層群を不整合に被い,

豪産火砕流堆積物･亀割坂角磯層を整合に被う｡また,上位の蒲生火山砕屑岩類に不整合に被

われる｡

14.蒲生火山屑岩類(Kamo pyroclastic rocks)

太田(1967)の｢蒲生火山砕屑岩額｣,宮崎(1970M.S.)の｢蒲生火山拠出物類｣に相当す

る｡本火山砕屑岩額は米丸および住書池両マールからの噴出物であると考えられる｡この噴出
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物はこれら両マールのうちのいずれからの噴出物であるかを区分することは困難であるが,少

なくとも米丸マール周辺に分布するものは,このマールを因んで環状の壁を形成しているの

で,このマールからの噴出物と考えられる｡

〔模式地〕姶良郡蒲生町北下東方の道路沿い｡

〔層　厚〕 12m以上｡

〔分　布〕蒲生町南東部の川東･北下･漆平･大迫･中郷･堂ノ平･上畑南部付近および姶

良町住書池周辺に分布する｡

〔岩　相〕一般に粗粒火山灰および直径3cm以下のスコリアからなり良く成層している｡

蒲生町北中では5m以上の層厚があり,基底に地久里火砕流堆積物の溶結凝灰岩の巨磯(最大

径1m)および国分層群に由来すると思われるシルトの大磯を含んでいる｡堂ノ平では層厚

6m以上で,蒲生火砕流堆積物である黒色の溶結凝灰岩の巨磯(最大径50cm)を含んでいる｡

〔層位関係〕入戸火砕流堆積物(シラス) ･妻屋火砕流堆積物･国分層群蒲生層および鍋倉

火砕流堆積物を不整合に被う｡

〔構　造〕本岩類は基盤をなす地層の侵食面を平行に被い,良く成層している｡故に本岩類

の走向･傾斜は一棟でない｡例えば住吉池マール南方でN3-E, 2-E;米丸マール南方でN20-W,

14-S; E-W, 43-S　という走向傾斜を示すところがある.

15.沖積層

本調査地域における諸河川(天降川･日木山川･網掛川･別府川･山田川･蒲生川･思川･

後郷川･田平川)沿いに発達する｡主として砂層･砂磯層(シルト･安山岩･溶結凝灰岩など

の磯を含む) ･粘土･火山灰からなる｡姶良町鍋倉の別府川沿いに発達する粘土層中からほ海

棲見化石を産出する｡

III.従来の研究との層序の比較

本調査地域における地質の研究は従来,太田(1967),露木等(1970),高橋･長谷(1972),

長谷(1978)および一連の鹿児島大学卒業論文(池田., 1961M.S. ;中山, 1964M.S. ;馬場'
1966M.S. ;横山, 1967M.S∴宮崎, 1970M.S. ;小川清, 1971M.S. ;小川博文, 1972M.S. ;

1

臼井, 1973M.S.;徳留, 1973M.S.;西井上, 1977M.S.などがある｡第5表には太田

(1967),高橋･長谷(1972),長谷(1978)の研究結果との層序の比較を示す｡筆者等が確立

した層序と従来の研究者によるものとの違いの重要な点は次の通りである｡

1)太田(1967)により｢国分層群中･上部層｣とされたものの中には,いくつかの地質単

元の地層が含まれていることが明らかになった｡つまり太田(1967)の｢中部層｣には筆者等

の｢加治木層｣ ｢鍋倉火砕流堆積物｣ ｢蒲生層｣ ｢隼人層｣が, ｢上部層｣には｢加治木層｣ ｢鍋

倉火砕流堆積物｣ ｢蒲生層｣ ｢小田火砕流堆積物｣ ｢隼人層｣が含まれている｡高橋･長谷(1972)

の｢青田層｣および｢宇郡谷火砕流堆積物｣にもいくつかの単元の地層が含まれている｡つま

り｢青田層｣には筆者等の｢加治木屑｣ ｢鍋倉火砕流堆積物｣ ｢蒲生層｣ ｢五反田層｣を含み,

｢宇郡谷火砕流堆積物｣には｢鍋倉火砕流堆積物｣ ｢小田火砕流堆積物｣ ｢妻屋火砕流堆積物｣

を含む｡また長谷(1978)の｢加治木層下部｣には筆者等の｢加治木層｣ ｢鍋倉火砕流堆積物｣

｢蒲生層｣ ｢小田火砕流堆積物｣が含まれ, ｢国分層｣には｢蒲生層｣ ｢隼人層｣が含まれること

が明らかになった｡

2)太田(1964)は｢青田貝層｣を｢国分層群上部層｣に含められるものであるとしたが,

筆者等の調査結果では｢国分層群｣からほ明らかに切り離されるべき地質単元であることが判
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明した｡

3)太田(1967)の｢入戸軽石流｣,高橋･長谷(1972)の｢高牧火砕流堆積物｣は筆者等

の｢地久里火砕流堆積物｣および｢入戸火砕流堆積物｣に相当し, ｢地久里火砕流堆積物｣と

｢入戸火砕流堆積物｣との間には｢五反田層｣ ｢蒲生火砕流堆積物｣ ｢妻屋火砕流堆積物｣など

の地層を挟むことが明らかになった｡

ⅠⅤ.火砕流堆積物の鉱物組成

国分層群鍋倉火砕流堆積物･小田火砕流堆積物およびその上位の地久里火砕流堆積物中の軽

石の鉱物組成を検討した結果,それらは第6表に示すような組成をもつことが明らかになっ

た｡各試料採取地点およびそれぞれの特徴は次に示す通りである｡

第6表　火砕流堆積物の鉱物組成(Mineral Composition of such three

pyroclastic丑ow deposits as Nabekura, Oda and Chikuri)

坤層冬 鉱物名
石英 ■斜長石 紫蘇輝石普通輝石角閃石●磁鉄鉱

地久里火砕流堆積物 ○ ○ ○ △ △ ○■■■

小田火砕流堆嘩物 △ ○ ○ 0 × ○

鍋倉火砕流埠積物 △ ■r0 ○ ○ △ ○

○ :Common　　△ '.Rare X : Absent

1)鍋倉火砕流堆積物(国分層群)

試料採取地点:姶良町鍋倉における本火砕流堆積物最下部｡

特徴:角閃石がわずかに存在する｡紫蘇輝石が普通輝石に比べやや多い｡

2)小田火砕流堆積物(国分層群)

試料採取地点:隼人町小田西(模式地)0

特徴:紫蘇輝石が普通輝石に比べやや多い｡角閃石は含まず｡

3)地久里渡砕流堆積物

試料採取地点:隼人町西光寺における本火砕流堆積物非溶結部｡

特徴:普通輝石が紫蘇輝石に比べ非常に少ない｡角閃石が極少量存在する｡

全体を通してみると小田火砕流堆積物は角閃石を含まず,鍋倉および地久里火砕流堆積物は

極少量ではあるが角閃石を含むことで特徴付けられている｡従って軽石の鉱物組成によって小

田火砕流堆積物は他の2火砕流堆積物から区別できるが,鍋倉･地久里火砕流堆積物は相互に

区別が困難である｡

Ⅴ.小断層解析

国分層群は本調査地域において多くの小断層により切られている｡小断層の特に発達する隼

人町および加治木町東部地域において国分層群を切る42個の小断層を検討した｡第16図は加

治木町東部および隼人地域に発達する小断層の面の極をシュミット網上にプロットして措いた

等集中度曲線図である｡これによると断層面の極は主に2ヶ所に集中することがわかる｡この
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第16図　国分層群における小断層面の桂の等集中度曲線図(シュミット･ネット

下半球投影) Stereographic projection of the surface of the minor faults

of the Kokubu Group.

中からN31-E, 60-W; N32oE, 60-Eという面をもつ共役断層を識別し,応力軸方向を求めた｡

その結果,最大主応力軸は鉛直方向,中間主応力軸はN31--32-E,最小主応力軸はN61-

62-W方向であることがわかった｡従ってこれより加治木町東部および隼人地域は西北西一東

南東方向へのテンションの場であったと考えられる｡また同様にして膏田町桑の丸付近に分布

する蒲生層に発達する小断層から応力方向を求めた結果,北北東一南南西方向へのテンション

が働いたと考えられたO

調査地域東部の隼人町西光寺では鍋倉火砕流堆積物･蒲生層および地久里火砕流堆積物が東

西方向の正断層で切られており,一部では蒲生層が急傾斜を示している｡さらにほぼ東西方向

に伸びる西光寺川の西方への延長には日木山川が発達し,それぞれ谷地形を刻んでいる｡この

ことから,大木･早坂(1973)が撞示するように,これらの東西への方向性を示す谷地形の成

因は,断層によって特徴づけられる構造運動と関連するように思われる｡

ⅤⅠ.国分層群の動物･植物化石群集

国分層群加治木層･蒲生層･隼人層からほ動物化石(負,昆虫,負)および植物化石を豊富
/

に産出する｡植物化石は加治木屑･蒲生層･隼人層のほぼ全層準から多産し,貝塀化石は特に

加治木屑･隼人層からの産出が多い｡第17図に国分層群および永野層における動物･植物化

石の層位的垂直分布を示す｡ただし見頼化石は主な構成種のみを示してある｡国分層群産出の

化石の鑑定は,植物化石を横浜国立大学の尾崎公彦氏に,貝化石を鹿児島大学の早坂祥三教授

に,昆虫化石と魚化石をそれぞれ国立科学博物館の藤山家徳･上野輝弥両博士に御願いした｡

脊椎動物化石はShikama (1967)により記載されたものである｡なお永野層の植物化石は山

本憲史氏が鹿児島大学大学院在学中に採集したものを筆者等が鑑定し,国分層群との比較を行

う目的で掲げた｡花粉化石群集における優勢樹種は,臼井(1973M.S.),西井上(1977M.S.),
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第17図　永野層および国分層群における動･植物化石群集の垂直分布図(The range chert of the fossils in the Nagano Formation and the

Kokubu Group)
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山本(1978M.S.)を参考とした｡

第17図において植物化石群集全体を通してみると国分層群は　Fagus cf. crensta, Fagus

stuxbergti (ブナ), Quercus cf. salicina (ツクバネガシ), Quercus cf. serrata (コナラ),

Zelkova cf. serrata (ケヤキ)などの温帯性落葉広葉樹で特徴づけられる化石群集であり,永

野層はMetasequoia, Cunninghamiaなどの第三紀型残存針葉樹を含むことで特徴づけられて

いる｡この結果は,尾上(172)やTakayama&Hayasaka (1974)らによる結論と基本的に

は矛盾しない｡なお,尾上　　　　の｢永野フローラ｣ならびにTakayama&Hayasaka

(1974)の植物化石包含層｢Older sedimentray Group -Lower Formation (A-1 Formation)｣

は本稿で取り扱った永野層とその化石採集地域にあたり,さらに同氏らの｢青田フローラ｣な

らびに｢Younger sedimentary Formation｣の化石産出層は本稿にいう青田地域における蒲

生･隼人両層に全く同じである｡尾上　　　山本(1978M.S.)は永野層を大阪層群メタセ

コイア消滅期に対比している｡国分層群からほこれらMetasequoia, Cunninghamiaは全く産

出しないが　Fagus, Quercus, Zelkovaは全層準にわたり産出する.またPinusは植物遺体の

産出例としてほ数が少ないが,花粉分析の結果からは全層準にわたるものと考えられる｡その

他,蒲生層および隼人層のみから産出するものとして暖帯要素の落葉広葉のLiqmdambar,温

帯要素のAcer, Tihaなどがみられる｡このように国分層群は冷温帯の要素をもつFagusで

特徴づけられるが,暖帯性のLiqutdambarがみられることから,全体と､して当時の植物相は

冷温帯性のものと暖帯性のものとが共存していたと考えられる｡また加治木層･隼人層から暖

温帯の要素をもつCtnnamomum cf. japonica (ヤブニッケイ)を産出することからもこのこ

とを裏付ける.一方,加治木屑下部から蒲生層下部にかけてはMynophyllum cf. spicatum

(キンギョモ)を多産する｡このことから堆積盆地の一部には水生植物が繁栄するような淡水

域が存在していたことを物語っている｡

貝頼化石群集についてみると見塀化石を羊主に加治木層上部･蒲生層最下部･隼人層下部から
の産出が多く,蒲生層最上部からは僅かに産出するOその構成種はRaeta少ulchella, Lucmoma

annulata, Portlandia cf. j上砂onica, Ostrea sp.などの二枚具とNassarius livescens, Littorina

sp･などの巻貝を主としている｡これらは全て浅海棲種であり,このことは国分層群を構成す

る一連の堆積物が全体として海成層であることを示す｡また前述したように加治木層上部およ

び隼人層下部からほ貝化石産出層と同層準から暖温帯を示すCinnamomum cf. japomca (ヤ

ブニッケイ),蒲生層最下部からほ暖帯性のLiquidambarを産出することは,当時,気候の温

暖化に伴って海水位が上昇し浅海域がこの地域に拡がったことを示唆している｡

Shikama (1967)により｢Yoshida claybed｣産として記載報告された｢姶良町山田産｣の

Rhinoceros sp. aff. sinensis Owenの臼歯化石は,直接露頭から発見されたものではなく,

その産出層準はこれまで不明であった｡筆者等ほこの化石の採集者の案内で｢採集地点｣の再

検討を行ったが,採集地点は姶良町奈良枚の集落と山田川間にある田んぼ沿し｢.の農道であり,
当地点には地層の露出はない｡従って,犀化石を含むシルト岩塊は他地域から運ばれたもので

あると考えられる｡この化石に付着するシルト岩の岩相およびその中の花粉群を検討した結

果,問題の岩塊は奈良枚の北東方に分布する国分層群蒲生層からの産出であることがほぼ明ら

かになった｡

この他に加治木屑最下部からほFungivondae (キノコバ-科の一種), Formica sp. (7 1)

科の一種)などの昆虫化石やGobiidae gen. et sp. mdet. (クモ-ゼ科の一種)などの魚化石

を産出した｡また隼人層最下部からほSardtnops melanoshctus (ニシソ科の一種)の魚化石
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を産出した｡
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対　　　　　比

鹿児島湾北部沿岸一帯からその北方および北西方の内陸盆地にかけて分布する若い新生界の

諸層は,堆積物と植物化石群および火山活動などの特徴によって大きく2つの地質単元に分け

られる｡ 1つは川内川上流域の永野･東郷･八重山付近に点々と分布し,メタセコイア等で特

徴づけられた第三紀塾植物化石群を含む淡水成層からなる永野層で,この層は鉱床を歴胎する

プロピライト頬を不整合に被っている｡他は,鹿児島湾北部沿岸一帯に分布し,海成層･火砕

流堆積物および複輝石安山岩瑛等からなる国分層群であり,永野層を傾斜不整合に被う｡ 20万

分の1の｢鹿児島県の地質｣ (鹿児島県, 1967)では｢国分層群,永野層,青田見化石層｣の

地質時代を鮮新世一更新世として一括してある　Endo (1938)は鹿児島県膏田町五反田一帯

に分布する｢白色珪藻土質凝灰岩｣から産した植物化石群の地質時代を更新世と見なした｡尾

上(1972)は鹿児島県北西部に分布する若い新生界の化石フローラを,下位から重平,永野,

青田の3つのフローラに分けた｡同氏の永野フローラは模式地の薩摩永野と東郷町一帯に分布

する永野層から採集されたものであるが,メタ雪コイア以外に第三紀塾要素が発見されず,温
帯性落葉広葉樹が主体をなしていることから,このフローラが日本の更新世前期のメタセコイ

ア･フローラの消滅期に関連あるものとした｡先に述べたように青田フローラの採集された地

層は筆者等が本稿でいう蒲生層･隼人層にあたるが,同氏は,この層準を｢ブナの純林を後背

地として堆積した温冷気候を暗示するフローラを含む層準｣としている｡一方,鹿児島県(重

山入来峠付近の永野層中の火砕流堆積物の1つである下部層火砕流3のフイッショソ･トラッ

ク年代は1.0m.y.B.P.で永野層の時代が更新世前期であることを示す(西村･宮地, 1976 ,

しかしながら西村･宮地(1976)により図示された入来峠付近における地質柱状図によれば,

下部層火砕流3の下位には更に約70mの永野層が存在している｡従って同層の最下位の年代

は1.0m.y.B.P.より更に古くなることになる｡

前章に述べたように,国分層群加治木層は傾斜不整合で永野層を被うが,同層群のほぼ全層

準から冷温帯を示唆するブナFagusで特徴づけられるフローラを産し,更に蒲生層からほ中

国南部における更新世前期の万願動物群のメンバーであるRhinoceros sp. aff. sinensis Owen
ワンシエン

(シナサイ)を産する(Shikama, 1967)c　万願動物群はStegodon-Ailuropoda (剣歯象*-大

熊猫**)動物群で特徴づけられ(Kahlke, 1961),中国北部の周口店動物群,さらに日本の裂

か堆積物である山口県秋書地方の伊佐層や栃木県の下部葛生層の動物秤(Shikama, 1949,

1963; Shikama & Okafuji, 1958),さらに近畿における大阪層群や古琵琶湖層群上部,九州

の大分層群鶴崎層やロノ浄層群北有馬層上部に認められるStegodon orientahs (東洋象)帯の

動物群(Otsuka, 1969;大塚, 1976)に連なっている｡このようにフイツショソ･トラック年

代と動･植物群の変遷という立場からみると,永野層は近畿における大阪層群下部のメタセコ

イア帯上部亜帯(メタセコイア植物群消滅期),九州のロノ障層群大屋層,大分層群滝尾層に

対比され,国分層群は東洋象を産する大阪層群上部のブナ帯や大分層群鶴崎層に対比できる

(鹿間･大塚, 1971)<

火山層序学的には次のように考察される｡永野層は金鉱床を伴ないプロピライトで特徴づけ

られる第三紀中新世の北薩古期安山岩頬(金属鉱業事業団, 1976)や山野流紋岩棋(山本,

*　東洋象, ** "パソダ"
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1960)を不整合に被い,複輝石安山岩からなる永野新期安山岩揖(田野･国見安山岩頼)に被

われている(山本1979M.S.),永野層の上部はMetasequoia植物化石群を産する中部の砂

岩･京岩互層に累重し,含紫蘇輝石角閃石安山岩からなる凝灰角磯岩からなる｡木屑は更に複

輝石安山岩や合かんらん石安山岩などからなる永野新期安山岩瑛(田野安山岩額,国見岳安山

岩構,茶屋ケ岡安山岩碑などを含む)や元古屋･黒園山の両流紋岩に被われる(山本, 1979

M.S.)<　本稿に記載した複輝石安山岩を主とする先永野火山岩韓はいわゆるプロピライト化し

た竹山･西浦･黒瀬･牟田山の各安山岩の他,角閃石紫蘇輝石流紋岩である自男流紋岩からな

る｡この火山岩頬は北薩地域における北薩古期安山岩塀に対比される｡国分層群に不整合に被

われる先加治木安山岩類は主として一部に角閃石を含有する複輝石安山岩類からなる｡岩質･

分布および層位関係からみて,この安山岩嬢は永野地区における永野新期安山岩類に対比され

る｡

先永野火山岩輯および北薩古期安山岩規は,山野流紋岩類のフイッショソ･トラック年代

(13m.y.B.P.)岩質および火山層序学的にみて北西部九州における変朽安山岩からなる宇佐

層群に対比が可能である｡永野層中の火山砕屑岩塀,先加治木安山岩矯(-永野新期安山岩

頼)や国分層群中に認められる複輝石安山岩類で代表される安山岩類(西餅田,湯湾岳安山

岩)紘,全体として北部九州の大分層群滝尾層やロノ浮層群に認められる豊肥火山活動に関連

した火山活動の産物と見なされる｡隼人層を不整合に被う清水流紋岩は角閃石紫蘇輝石流紋岩

で,一部は黒曜岩となる｡この流紋岩は川内川上流の大口地域において永野新期安山岩額を被

う黒園山流紋岩に対比される｡大分県国東半島沖の姫島において流紋岩質安山岩に含まれる黒

曜石は,下部の海成粘土層を不整合に被い,そのフイッショソ･トラック年代は0.34土0.05

m.y.B.P. (Kaneoka & Suzuki, 1970)で,黒雲母角閃石流紋岩質の火砕岩で代表され,万

年山溶岩に対比される大分層群鶴崎層とほぼ同時期とみなされている(岡口, 1976),万年山

溶岩で代表され豊肥系と山陰系の活動の間の酸性火山岩額の活動ほも豊後火山活動勺　と呼ばれ

ている(松本, 1977),動植物化石群をみて国分層群の時代論からみると,清水流紋岩はほぼ

豊後火山活動に関連した噴出物と見なすことができる｡

次に永野層と国分層群の下限･上限の年代についての問題がある｡岡口(1976)は大分層群

滝尾層羽田火砕岩層のフイツショソ･トラック年代(1.44土0.14m.y.B.P.)は大阪層群下部

のMaO海成粘土層に挟まれるグレー明正寺火山灰層の年代(1.5土0.2m.y.B.P.)に対比さ

れ,さらに羽田火砕岩層の少し上位に同層群における最下位の海成砂層があることから,大分

地方における海の進入は大阪地方とほぼ同時期に始まったと考えられるとした.一方,岡口･

大塚　　　はロノ浄層群における海成層(北有馬層)の基底のフイッショソ･トラック年代

(1.43土0.27m.y.B.P.)から,島原半島における更新世前期の海の進入時期が大分地方や大阪

地方とほぼ同じ時期であると結論した｡鹿児島湾北部沿岸一帯における更新世前期の海成層の

はじまりほ国分層群最下部の加治木層である｡仮に上記の約143万B.P.ないし144万B.P.

という値は南九州では,淡水成層の永野層堆積中である｡従って南九州における更新世前期の

海の進入時期は北部九州よりもやや遅れた時期に起ったと見なすことができよう｡国分層群お

よびその上位の更新世後期の火砕流堆積物はすべて正帯磁を示し,ブリュンヌ正帯磁極期にあ

たるO大阪層群におけるFagus帯およびブ1)エソヌ正帯磁極期の始まりはMa4海成粘土層

の層準に一致しており,東洋象帯はMa5粘土層以上に存在するという(亀井･瀬戸口, 1964;

Itihara et aL, 1973)(このことからみると,加治木層の基底がほぼ大阪層群Ma4の層準

に,間口店動物群を含む蒲生層がMa5以上の東洋象帯にそれぞれ相当しよう｡一方,町田他



大塚裕之･西井上剛資

(
0
8
6
こ
T
#
散
･
聾
Y

(
0
卜
6
〓
鶴
弥
･
せ
Y

M
%
韓
腫

(
　
5
　
W
G
^
6
1
)
*
m

t
9
卜
6
こ
蛍
伽
･
怒
低

(
0
8
6
〓
野
水
･
ロ
匡

中
讃
嘆
雌

(
3
9
6
1
)
樺
叫
(
9
ト
6
エ
ロ
鑑
　
4
6
ト
6
L
'
ト
ト
6
1
X
9
6
こ
せ
宙

I
や
背
中
Y
　
　
　
　
-

蒜
ト
6
こ
.
l
e
 
l
O
 
V
E
V
H
I
I
I

特
卓
舘
3
!

-
　
蛍
雪
牡
袋
範
山

K謂
樵

煤雷窒馳鰻 痛 等
重義表芸蓋

. 帥軸 l J
●

ZZ

tS噂ヨ将ォサ軍●巌

静 ● 闇 雲蓋

<鯛J5(ヨ悠轟

i

厨

iE.r-.

I十≡ ≡ 享

)
> �"

喜一義正
子羊三+三 三

､ " �"v n -†ト蟹惑敬
一

U:
く○0
o
十■
寸

､

9 -吾 妻摘

n t～ 寸 P､ C0o ■■ ▼- ▼■-

良

言乱

国等壷

●-～軸蛇蝉相場～堰舶嘩f湖畔□＼聖呼粒

朝贈;<■ヨ怨奄- 一一→ ← 叫車名ヨ塘宙→ ■

檀

回

日脚g脚巨赦脚 闇霊芝脚l
､ ヘV n †ト軽重韓

-∫ ゞ >:
王弓 g*

Olヒ 0-l-
$ ｣T
I- rl
l ■

椎糾 可 約 包可 絹 叫 開 < 帥 可 蛸 朗可

ぜ紬 音 別 噂 ～脚 坪

榊 坪牡 匝 牌 鈷

枇 感牡 I .糊 糖 卜や■､司 郎 畑 軽

ト+ 桓
､ ヘヤn ､丁ト鍵

>�" >.

E 踊 量目
哨 - 帽 1 *帽

iK題呼祐

{1R撮単 駄麗串潜琵 各需
肘転封

松坂単糧罫

(
a
l
q
β
U
O
q
/
B
T
O
J
J
O
Q
)
僻
q
l
夜
　
堪
L
鯨

72



鹿児島湾北部沿岸地域の第四系 73

(1974)は関東における犀風ケ浦層,港南層の基底近くの火山灰層(T-e層)は火山ガラスの

屈折率から古琵琶湖層群中のサクラ火山灰層に対比でき,さらに筆者等のいう国分層群隼人層

中の麓凝灰岩(町田等ほ青田白色火山灰層と呼んでいる)に対比できるとした｡これらの結論

は筆者等が蒲生層より上部を大阪層群の最上部の上部または古琵琶湖層群上部に対比した結論

と矛盾しない｡

国分層群を不整合に被う青田見層は書田町東部を中心に海抜約50mの標高に分布する段丘

堆積物であり,その化石群集が温暖な浅海を示すこと(Yabe & Hatai, 1941;高柳, 1956)

などから,岡見層は間氷期の堆積物と見なし得る｡青田貝層の下位に位置する隼人層上部が全

体として関東の犀風ケ浦層に対比し得るならば,青田見層は下末書期の堆積物と見なし得る｡

それは岡見層の分布高度からみても妥当であろう｡青田貝層と地久里火砕流堆積物(-加久藩

火砕流堆積物)との直接の層位関係は不明であるが,加久藤火砕流堆積物の下部層および上部

層のフイツション･トラック年代がそれぞれ-11000-112000y.B.P.および50000-82000

y.B.P. (福岡･木越, 1971;西村･宮地, 1973, 1976;種子田･宮地, 1971)-であることか

らみると,下末書層の時代からみてこの見層が同火砕流堆積物より若い時代のものであるとは

考えられない｡地久里火砕流堆積物は鹿児島市北部に分布する犬迫火砕流(大木･早坂, 1970

にその鉱物組成および岩相が輯似し,それに対比が可能である｡故に青田見層は犬迫火砕流の

下位にある海成層-たとえば小山田層または河頭層との対比が考えられるが,小山田･河頚両

層の下位に位置する花野火砕流のフイツション･トラック年代は110000土10000y.B.P. (笹嶋

等, 1980　であり,これは加久藤火砕流堆積物下部層の年代にほぼ一致する｡従って本見層は

小山田層または河頭層のいずれかに対比されるものではなく,花野火砕流の下位に位置づけら

れる｡しかしながら,本員層は鹿児島市周辺地域ではまだ確認されていない｡

大木(1974)は犬迫･蒲生両火砕流の間に稲村層･城山層･竜尾層の3層を認めている｡筆

者等の地久里火砕流堆積物が大木･早坂(1970)の犬迫火砕流に相当するなら,地久旦火砕流

堆積物を不整合に被う五反田層は大木(1974)のいう稲村･城山･竜尾の3層のいずれかに対

比されるものと考えられる｡五反田層を不整合に被う蒲生火砕流堆積物は調査地域東方の国分

地域における荒牧(1969)の阿多火砕流堆積物,鹿児島市周辺地域における大木･早坂(1970)

の蒲生火砕流に対比される.また同火砕流の上位の堆積物一大隅降下軽石堆積物･妻屋火砕流

堆積物･亀割坂角磯層･入戸火砕流堆積物などほすべて荒牧(1969)が国分市周辺地域におい

て捷唱した晦積物に相当する｡

結　　　　　論

この研究によって,次の事柄が明らかとなった｡

1)鹿児島湾北部沿岸地域における層序は第1表に示すとおりである｡従栄,幾人かの研究

者によって記載された国分層群およびそれ相当層は,比較的狭い範囲についての層序が撞唱さ

れたものであり,それらを総合的に詳しく検討してみると,その中にはいくつかの単元の地層

が含まれること,さらに層序の解釈に誤りがあることがわかった｡従って本稿では国分層群を

再定義した｡国分層群は下位から加治木層,鍋倉火砕流堆積物,蒲生層,小田火砕流堆積物,

隼人層の5層からなり,このうち,鍋倉･小田両火砕流堆積物は鍵層として有効であり,水平

的に広範囲に追跡できる｡

2)国分層群加治木･蒲生･隼人の3層からはFagns (ブナ)で特徴づけられる植物化石群

を豊富に産し,メタセコイアで特徴づけられる永野層のそれと著るしい対照をなすことは,こ
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れまで予察的に報告されていたが(尾上, 1972; Takayama & Hayasaka, 1974),今回,本

地域の層序の確立によって,更に裏づけることができた｡また,西日本における植物化石群の

変遷からみると,同層群は近畿における大阪層群上部のブナ帯にほぼ対比し得る｡蒲生層から

産出したRhinoceros sp. aff. sinensis Owen (Shikama, 1967)は更新世前期の万聯動物群の

メンバーであり,古地磁気･植物化石群のデークーも考慮して,全体としてみると,国分層群

が近畿における大阪層群や古琵琶湖層群上部,九州における大分層群鶴崎層やロノ韓層群北有

馬層最上部の東洋象帯に対比できることを示す｡

3)国分層群に認められ,複輝石安山岩によって特徴づけられる火山活動および同層群の上

位にある清水流紋岩は,全体として,それぞれ北部九州に認められる更新世前期の豊肥火山活

動および豊後火山活動(万年山溶岩)に対比される｡

4)青田貝層は国分層群を著るしい不整合におおう段丘堆積物であり,その時代は岡見層の

分布高度および貝頬群集からみて,下末書期にあたる｡

5)以上のようなことから,青田貝層より上位の若い火山噴出物や堆積物を合せて考える

と,鹿児島湾北部沿岸地域における第四系層序は南九州における標準層序となり得る｡

今後の研究課題としてほ,次の事項が挙げられる｡

国分層群中に識別された火砕岩層,特に鍋倉･小田両火砕流堆積物については,その噴出･

堆積機構や岩石学的研究さらに絶対年代の測定などの作業が残されている｡今後それらの研究

結果に基づく,南部九州において,火砕流堆積物によって特徴づけられる一連の第四紀火山活

動史の中における鍋倉･小田両火砕流堆積物の意味づけが必要であろう｡国分層群相当層はこ

の研究地域の西方および北西方にも分布することがこれ迄の調査で確認されているが,これら

の地域に点々と分布すし,植物化石を包含するいわゆる　も永野層勺や火山岩塀さらに模式地に

おける国分層群との層位関係が充分解明されていない｡従って今後,これらの地域を含めた総

括的な層序･地質構造の解明が必要である｡本稿において,永野層･国分層群の化石群の予察

的検討を行なったが,まだ不充分である｡とくに植物化石は,火砕流堆積物を除いたはば全層

準から産出する｡従って今後はそれらの詳細な検討が必要である｡また詳細な生層序さらに古

地磁気層序を確立するためには,同層群に挟在される火山灰層の1枚1枚の識別といった基礎

的な作業が不可欠である｡予察的に行なった国分層群の残留古地磁気は,全て正帯磁を示す

が,古生物学的デークーからみると,永野層の上部から国分層群の下部にかけて,松山道磁極

期とブリュソヌ正帯磁極期の境界があることが推定される｡今後,地層の絶対年代測定ととも

に,古地磁気層序の確立が必要である｡最近鹿児島大学メンバーによる鹿児島湾のスパーカー

による海底地質構造の研究が進行中であり,これ迄に地層の分布･地質構造などに関し,従来

陸域でわからなかった多くの興味深い地質学的資料が増加しつつある｡従って,今後,上述し

た陸域における研究課題の研究を実施する一方,海域の資料を合せて,総合的に鹿児島湾周辺

の第四紀地史を編む必要があろう｡
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大塚･西井上:鹿児島湾北部沿岸地域の第四系 Plate 1

第1図版説明

第1図　永野層(Ng)を傾斜不整合に被う加治木層(Kj)蒲生町北上から西浦下に至る県道沿
いの露頭)0

第2図　第1図における不整合部分を拡大したもの｡



大塚･西井上:鹿児島湾北部沿岸地域の第四系 Plate 2

第2図版説明
第1図および第2図　鍋倉火砕流堆積物(Nk)を不整合に被う蒲生層(Km)第1図　隼人町

小浜,第2図　姶良町大山)｡
第3図　小田火砕流堆積物(Od)にアバットする隼人層(Ht)姶良町黒葛野)｡



大塚･西井上:鹿児島湾北部沿岸地域の第四系 Plate 3

第3図版説明
第1図　加治木屑(Kj)中に小規模のダイクとして質入する湯湾岳安山岩(Yd) (加治木町木田

から永原に至る県道沿いの露頭) ｡
第2図　蒲生層(Km)を整合に被う湯湾岳安山岩(Yd)｡蒲生層未固結時に流出したと考えら

れ,溶岩流の下底が蒲生層中にもたれ込んでいる≒か,蒲生層中に取り込まれている｡

(隼人町小浜南西の黒川岬に近い海岸)



大塚･西井上:鹿児島湾北部沿岸地域の第四系 Plate 4

第4図版説明
第1図　蒲生層(Km)の砂層を不整合に被う五反田層(Gt):吉田町桑の丸北部(佐山峠)の

道路沿いの露頭｡
第2図　麓凝灰岩(Ft)隼人層)を不整合に被う五反田層(Gt)およびそれらをさらに不整合

に被う蒲生火砕流堆積物(Kp) (黒色溶結凝灰岩) :吉田町城内の採石場の大露頭｡


